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垂要なお知らせ 

このユーザーズガイドに含まれるffl琛は.寧«にお知らせすることなしに変更される場合か•あ 
D*す• 

本»aな5びにソフト1?Iアおよびマニュアルを*用した格果の影唇につし、ては、しりさい買 
任を負いかねますのでご了承くださしv 

本製SEよびソフトウェアの仕様は予住なしに変更することがあります。 

版權についてのお知らせ 

本ユーザーズガイドのすべての内容は*作榷によって保51されています。本書の内容の一部ま 
たは全Sを.《断ですることは祭じられています。 
Copyriaht 〇1993.1994.1995场式金社•ノーテック 
每■ S襦浜珩中区太田町4-55 

碣浜禺里Bビル 

寒ユーザーズガイドにおいてH明？れているSソフトウ：！アは.ライセンス®るい15□イャリ 
テイr約のもとに供給されていますdソフトウェアasよyそのマニュアルは.そのソフトウI 
アライセンスSWにちとづき同*BKKの1理貢5«のK3のもとてのみ使厍することができ 
ますaそれ以外の場合は当aソフトウxア供is会むの承gなしにssr®用することはできま 
t?ん. 

FMS^DOS と 
し以下Wnfli 

SBします。 
dows«95と « 

米gマイク〇ソフトなの@»«懞です3 UTFM 

米〇3マイク□ソフトせのsaa標です 
*し*す： 
SystemSoftは束fflシステムソフト?±のg»商«です。 
Ma*亦こ9f. Any Key Resume, CARDSOFTは、米aシステムソフト社の«錄商檬です， 
ウイvスパ义ター«了rend Micro Devices Inc. & LINK社の登8商#です,. 

PS2i5^»6M?lの磔です• 

米国インテルttの登»g券です• 

5- •- .?アルプス電気株3：会社の8H9®です。 



WinBook Pro 
100T (J3DX4/100CX) 
P90T (J3P54/90CX) 
P120T (J3P54/120CX) 
ノートブックコンピュータ 
ユーザーズガイド 

はじめに 

このたUIよ、ソーテックWinBook ProをSMい上!：fい72：だ 
SまことにEりがとうございました^ 

ソ_テックWinBook Proはの800X600ドット 
ワイド画Sに加え、デスクトッブコンピュータに匹«する 
多**をコンパクトなA4サイスで実現していますa 
この:！ーザーズガイドでは•注章していただきたいことや 
S本的な便いかた、および•よD有効にS甲する方法を6つ 
のセクションに分けてR明しています。 
ソーテックWinBook Proを正しく»使いいただくために 
ち、必ずこのユーザーズガイドをおRみください。 

棟式会社ソ_テック 



ご*男の85に取0扱い上の注意をよくおSみになり正しくお便いくださし、 

醫告 

•洗い;^as場では 
使用しないで<ださ 
し、火災：*霉のso 
とな〇ます* ⑧ 

用供止 

•付®のACアダプタ 
以外は使用しないで 
ください*火災•《* 
の所因となDますa 

參 as?が10024ovの 
範匿内であることを 
»15して使用してく 
ださし、100-240V 
を《ぇる電；》,を®用 
すると火炎感電の® 
因とな0ますt 

班通プラグ《 
抜く 

•矩対に分解したり修 
理改恋をしないで 
ください•火災や!* 

•因亡な0ます* 
铎理は«充店にご相 
於 < ださし、 

•ACアダプタから何 
かこげるようなSい 
びした0、*涵がか 
な0Bいとぎは直ち 
に罐涛ブラグを抜い 
て< ださし、 
そのままご使用にな 
ると火火®電の琢 
因とな〇卖す。函壳 
店にこ相胲くた•さい<• 

•勺厲の〗Cッテリ以外は使用しないで< 
ださし、求た•付.Bのバッテリを本» 
品以外に使用し机て•くたでしV火災• 
S«のF因になります• 

•aaディスプレイは 
先の尖つたちのでた 
たいたり，引つかいた 
りしないでください。 

>パードディスクやフ 
□ツビーディスクが 
黼作取^>ときは.移ft 
させなし〗でくださし、 

•本SSにインストールされているWindow声95をお使しMこなる氏に、必ず再インストール用のセツ 
トアップディスクとシステムディスク（«動ディスク）を作成してくださいI K34^-y) 

•； V— ドデンスク:こ保存したデータなどは、3E期的にメ（ックアッブをおとりく CatVt 

•芩体EEのファームウェアカノt一は絕对こ聞けないでください6讅运は班ここ•招2Kださい， 



△注意 

•acアダプタの電a 
プラグを扳くとは 
コードを持たず、必ず 
プラグ部分を持って 
班し〗てくださし、 

籲落としたD強い衝撃 
を岑えないでくださ 
し、•求た.#い物をの 
T?ないでください• 
故鋒による火災夥電 
のB®とな0家す。 

%G 

•パッテリは火中(こ投 
じたa賊•分«• 
シヨート(+と•の期 
子をお金などでSR 
させること)はしない 
でください。ケガの 
MSとなります。 

使用時以外はBSフ 
ラグを：]ンセントか 
ら5いてくださし、 
*電•火災の限因とな 

癱熱の発生源の近く.® 
射巳るとこ& 
S! *5性ガスのある珊 
«.ほこりの多いと 
ころ、使用周囲屋ff 
{10〜300/®玥因 
囲iMt(20-80%> を 
Sえる*囲では®用- 
保?？しないで < ださU 

_バッテリから*がHれたDSSがする 
ときは.すぐに火SUfcO通ざけてくだ 
さいc漏れた液に引火して、発火• » 
fiのおそれが《0ます。もし，属池か 
ら漏れた液が限に入つたときは、きれ 
いな水で洗った後.に医BSの治療 
5受けてください。 

[お手入れについて 1 

鲁液»ディスプレイの汚れは、湾*でやわらかい屹いた布をSUから 
してください* 

_フ□ツビーディスクドライブは、乾式のクリーニングディスクを® 
つて、定期的にクリーニングしてくださし、 
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重要なお知5せ 

版播についてのお知らせ 

はじめに.. 

本製Sを正しくお使いいただくために. 

Contents___ 

ユーザーズガイドのSEみかた…. 

困ったときはサボートへ•••- 

第1 ノ章スタートアップガイド 

1WinBook Proの機衝を知る_ 

2梱包の内容を確ISする.….……•••••—••••一••••一 

Jを知る 

梱包の内容を確Kする•州.……•••••••"•• 

八ードウエアと付*a••一--- 

インストールされているソフトウェア• 

3各部の名前と 

カバーの期け閉め- 

的面•上面----- 

.  .• II 

IE； A)一一一…一•一 ••一一 ••一.…….一…….... 

スア-ス LED こ' 

4 ACアダプタの接嫌とバッテリの充爾…•, 

最初に使うときは…-- 

ACアダプタの播班と幵*..•••••■ 
パッテリ枝量が少なくなつたときは…—— 

バッテリパックの交!S... 
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5 のON/OFFとリセツト- 

ON/OFF-- 

コンピュータをリセツトする.一….. 

參癱參感■參參I 6スティックポインタの使いかた 
_のポインタを動かすには…- 

クリックするには…_•••"•“_ 

7 Windows*®95をセツトアップする 

8レジューム薄能とスピーカ苜■を投定する 
サスペンド•レジ:2—ム微期の投定- 

スピーカの音■のUWB.. 

9フロッビーディスクドライプの使いかた- 

フロッピーディスクを®5ときの注慝...... 

データを霤き込み«止にする 
トフイブへの出し入^*1•………………..一…… 

-.28 

.28 

"”….29 

參■書《M•零 

_30 

30 

.31 

36 

.36 

30 

39 

.39 

40 

40 

象^ 
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1Windowsち95の使いかた__ 

WlnOows^95の面面について... 
クリックとダブyレクリック. 

卜-ラッグS卜•□ップ_ 

アプリゲーシヨンを起動する. 

アブリケーシ3ンを終了する_ 

アプリケーシ3ンを切Sえる_ 

ウインドウ？搛怍する... 

2サウンド機能を使う---56 

マイク^Sオーデ4才絲を接Rする--57 

MS*DOS アプリケーシヨンffi用3?-----••••• 58 

第2ノ章キーポード操作に馴れよう 

キーポード各部の名前と樋能___ 

文字—(薄い色のSS分）. 

4P 

42 

制街本一1灌し'*色の部分）... .. 4P 

システムフアンクシ3ン丰一. .43 

.. 44 

テンキー灰使ってを入力する. .46 

... 47 

... .47 

文宇入カキーの使いかた.一..- .48 

第3ノ章Windows®95とサウンド機能 

5252535354545455 
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第〜章システムを拡張する 

.pri 
... 〇〇 

PCMCIA砑碎について…__ 60 

カード付イズについて.-. .60 

カード®Sき夔し.. ― . _ 一. 一.. 61 
CQ 

LAN力一卜•を® 3....•—— .64 

2 メモリを堆拉する. .65 

抵讲 RAM モジユーノ ..... 

3ハードディスクドライプを交換する. .6 / 

八ードディスクを取り外すには. .67 

八ードディスクを取D付けるには.... .68 

4外部本ーボードやマウスを接梡する. 

.. . 
-7Q 

〒ィフ11 ノイのをるirは. .72 
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第5 ノ章システムの設定を変える 

1システムコンフィグレーションの投定- ••—•—74 

システムコンフィグレーションにつUて___74 

メニューと麟方法について_75 
•，丨いH .HI II丨丨1«丨1•…山•"川•丨丨…丨•丨丨…•丨M丨川— “•MOP . M•…丨70 

2パワーマネージメントの投定…_83 

ノ (ワマノ义 ノ トfし-^し'^« “•.•“•“••imi•…■••“••••““••••<••<*••••••11. ‘••，•••""..…03 

メニューと操作方法について_  83 
6 i©S>L 4.^ _• .....  8〇 

3酉面の解像度などを変える-91 

II. •••-41 . ||*1<| .!•• ■■•J 1 

$6声 トラブルが起きたら••• 

1トラブルの*因と対赃法-96 
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Appendix 

1ソフトやドライバの再インストール-102 

n^ow*i®95イノスト^™ル       102 

MS Work$の再インストール 105 

ウイルスバスター95Uteの再インストール__     106 

3モート，卜*ラィノての男ィンストール_109 

2索引_111 

システムメモリマップ-117 
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•ジの構成は、次のよラになってい求す。 

の*目の微* 

ユーザーズガイドの読みかた 

B*いfこなる亡きや#作 
しrいると？に.特に注 
■しruただぎたいこと 
です► 

ACアダプタの榷« 

^ ACァタブ 
*crr^m. *• *«rr•:< 

赛足？39按明や知って 
« くと ff^5*?Ccです• 

本文®に出て<る用頫 
^mxr7. 

10 

チャフターインデックスとクイックインデックスを使うと.*里く目的のページを探す 
ことができます• 



このユーザーズガイドは.ユーブーのレペルやSいかたに応じて大きく 6つのセクション 
に分けられています* 

{(1風BのWKから紊职こ**を入nrwiodows®95を2 
1 535げるまでを《漏に！R明してい？す.お翼い上げft初め 
Vて®うと亡には必す•《我みください• スタ-トァップガィド0 

{キーポード上のキーの位■と*舴.《よひ又箏の入力方法 
( について换明していますキーボート•に»nてし屯い方は 
V必ずおRみくださ キーボード操作に馴れよう@ 
{ Windows®95^JflEいかたと.本裏Sのブウンド•轚につ - 

^ぃて咖してぃ打， Windows®95とサウンド機能B 

{ PCカードの僅いかた，メモリや八ードディスクの交ft. » 
(よび.外史®iHSを播«する方法について棚してい5す• 
V必金に応じてお衣みくだ亡u システムを拡張する 

/システムコンフイグレーシsンを便ったシステムの拉$の 
I 変5!や.パワーマネージメント**のを*1!する方法 
V について校明してぃ*す* システムの設定を変える_ 

/トラブルが発生したと5のW因こ対虹方法について映明し 
f ています■うまCIW?しなぃと5¢とにぉ松くださぃ• トラブルが起きたら••• @ 
\ —4v^p^s. % 

»fiの仕掻についてIf職していますr必荬に応じてお«み 
V <ださ“ Appendix _ 

コンビ：I •夕:二»nるの^校めてという力や.コンピュータに®次oilしくなし^:いう方は.fifii蕕 
スタートアップガィドjとr第2蠢キーポード#^こ*れようjだけいば•ひと通り® 

いこな甘るよ3に狂〇ます• 

サウンドiwtを活用したo.pcカードを®ってweを«*するなど•本«品をよoira(こ活用しよ 
うとTTる塌含はイ!^，Windcw^95とサウンド_*J，4戴システムをるJをみく 

だれ、 
また、/tフー7ネージメント黴の狡3：を変兄たり、システムを白分好みのiasに*えようとする場 

合は.「第5顧システムの較疋を変える」をC»みください， 
便ってし必ときに10^かおかしくなったかのトラブルが発生^た灞合は、「张#トラブル 
びた5 ••」をお折みくださしkトラプルを解決する子助けとなることでし名う• 



たときはサボートへ•• 

本&用卬(こ！？50めトラブルft傲したときは.96ページのC第6«トラブルが 
fiきたら•」のページを3SWみください•«況に珩じた解決方法が窗かれています。 

ユーザーズガイドをRんでもトラブルが解決しないと5ゃ1わからなことが出てきた 
とは、弊社のテクニカル”ボートセンタにお間い合わせください。 

參電話をかけるときは••• 

■Eをかける荊には、次のことをKEしス裂昆を手元に用慝しておしてくださいn 

•本»品を«入さHた板S店、代理店の名称 
•本»aのシリアル#鳄(コンピュータ底面のラべルに印朗してあります） 
•トラブルかeきたときの状況と状if、または1問3点のできるだけKしい内容 

•テクニカルサポートFAXシートを使ろときは• •• 

志»£に付脣している「テクニカルワポートFAXシートにトラブ)UDWSや？3 

H点をEAし，FAXで送付します。 

ソーテックテクニカルサポートセンタ 

霉話番号 045-661-7358 
FAX番号045-662-0656 
毎a月■日〜金灞日午s1〇時〜午後12時•午後1時〜午後4時 

(祝狭白を除きます。） 
V_/ 

asm送.家たは物aを送付するときは以下のところへs願いいたします： 
«：お•ご契2©»には必？1嫌入時とgじ梱包(梱包箱、パッキン)にてこ•在2 ください• 

干231裨奈川乘顧币中区太圆小55«浜馬*遒ビル 
株式会社ソ_テックテクニカルサボートtzンタ 

八—ドディスクを«理する壩合はドライブのみのちしくは交換となり蒙すcie 
慊されているアプリケーシ3ン，データ等の紐.®日はいたしかね5すのでIWな 
ものについては必，パックアツブを取っておUてください， 

12 



スタートアップガイド 
付と，实8Pに财を入nてWindows僉95 

を立ち上げるまで5,雕を逅つてR明しています。本 
をお買しVttfH t?W)て®われるときには必ずお 
ください* 

2 
3 

4 

5 

6 
7 

8 

9 

WinBook Proの教能をHる…….…-14 

梱内容を ttK する..-.....—..•••—.....16 

S部の名前と*Kを播15する... 

ACアダプタの格»とパッテリの充».24 
«5のON/OFFとリセット_ 2B 

ステイックポインタの使かた...30 
Windows*95をt2ツトアツブする .31 

レジユームとスピーカ0靈SR®する....36 

フロツビーディスクドライブの«いかた39 



WinBook Proの機能を知る 

WinBcGk Pro®主なや符5を紹介します. 

#ベンテイアム™120MHz<P120Tモ歹ル） 
ペンチィアムm90MHz(P90Tモデル） 
486DX4/1 QOMHzn 00T モデル） 

♦A4サイズ、*さ45mm，2_7Kg(P90T/Pl20Tモデル).之6Kg000Tモデル) 

•1メモリ <P1201■モデル） 
8MB様》メモリ<P90Tモデル/100Tモデル) 

:4QM日まで嫌投印蜒 

ード(Ver2.0圏») 
2ス□ツト，または 
1スロプトを*幸 

•8COx600ドット 
10.4インチのSVGAflC 

參TFT力5—液*ディスプレイ探用 

WW6万5536色#示が可ffi 

ブラスタPRC ウドiwasu 

翁3モード3.5インチ 
fonmusm 

參スディックボインタ喔»«11 

•810WB<P90T モテ 
540^1日。00了 モデ. 
を檐2»装《 

モデル/P120Tモデル}、 

14 



♦Windows®95をプレインストール 

•ワードプロセッサ•gft第•データ 
ベース•通信の4つのツールで裰成さ 
れている統合ソフトウェア 
MS Worksをブレインストール 

•コンピュータウイルス対策システム 
ウイルスバスター95 Liteをプレイ 
ンストール 



2ノ 
梱包の内容を確認する 

ソーテックWlnBook Proには,本体の他のような付■品とソフトウエア含求れて 
い*す，パッケージを98けたら，付nsに不足がないかどうかasしてくださ“ 

)八ードウエアと付属品 

參コンピュータ本体 

•八ードディスクドライブ 
(本体にS■されています: 

參ACアダプタ 

參スティックポインタキャップ30 

參Wlndows®95パッケージ#MS Worksディスク 

□ 
Work 

HT 

•ニユアル 
クリップボード 
n^siratfcn Card 
ディスクラべJし 

1ーザーズガイド 

•WinBook Pro 
ユーザーズ 

ガイド(本害です• 

♦保E霤 
• u m 

•ウイルスンてスター95 

ディスク1校 マニュアル 

H3TI r 1 

•ドライバディスク1校 

flOl 

•テックサボートFAXシート 

16 



インストールされているソフトウェア 

次のソフトウIアは*本体に«篇されている八ードディスクにあらかじめインストール 
されてい*す， 

參Microsoft Windows®95 

米Sマイクロソフトftがしたコンピュータのオペレーティングシステムです。 

同時に褸教のアプリケーションを実行できる「プリエンティブマルチタスクatfljを天探 
するとともに、グラフィックを使ったインターフ1ース(GU0を持ち•マウスなどを*つ 
て簡申にコンピュータを操作することができます， 

また、八ードウIアの适«]8ど〇镯•にで5る「プラグアンドプレイJや、アプリケーシ3 

ンKのフレィを実現する「0LE2J，f§のコンピュータとデータや棟銪を共有したり® 

子メールを送受Sできるrネットワーク」概炬、ビテオや”ウンドを男生できる「マルチメ 
ディア」«晚など.效々の先issueがg«ごnています。 
Wmctows®95<C«ししMJいかたについては*付属のWindws»95のマニュアルをお8! 
みください。 

•Microsoft Works for Windows®95 

ワードブ□セッサ• S t譯•データベース• *Sの4つのツールが入つている統合ソフト 

ウェアです•又霧の作成を》じめとして•データのJMMt譯•グラフ作成から、データの 
tt理、パソコン通Sまでとんどの作*びこのソフトウェア1つで行なうことができま 
す*詳U>®いかたについて队付腾©『MS Worksューサーズガイド」をお*!*ください0 

參ウイルスバスター95 Lite 

コンピュータウイルス対策システムでT•フ□ツビーディスクをドライブにセットした 
ときや•ネットワークからデータをダクンD—ドするときにウイルスが®入しないかど 
うかを目動的にチェックするrウィルスE拐*MEJ、八ードディスクなどの®定のドライ 
プにウイルスが«入してい?》いかどうかを*52チェックするCウィルス核索ブ□グラムJ 

などにより、ウィルス«染のft■からコンピュータを守りますp 
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3ノ 各部の名前と機能を確認する 
本体各部の名前とそのHMI(こついてS?明します。なお、別のページてi?し< fc!街されてい 
る8S分匀® 0ますので、#晔ページち®彳:> せておWみ < ださいa 

jカバーの開け閉め 

カパーを闋けるときは、手《の左右面 
(こ©るラッチを手ffiにスライドさせなが 
ら、Sやすい角Bまで闕行ます.ACアダ 
プタが推》ごnrし屯ければ180Sず 
rwけることびでき？す• 

ジ3—ム«»こ入ります， 

j前面•上面 



OLCDOB 面 
文宇やグラフィックび表示さn?す—マネージメントの粉定lこよりコンピュータびし 
てい狂ければ.日に表示が溥えるよう(こすることもでさ家す。486^-ジ） 

❼LCD ■面の！iBUH ノブ 
る2■を»»し3：す•(バッテリ中はに*«にIKTされ豕す〇 

©霞®スイッチ 

サスペンド_レジユーム状®にさせた〇•サスペンド•レジ.1- 

でき3：す•家た./C?ーマネージメントの»足によ〇.電JBを0 

ページJ 

ーム状顬ひら«作状明に度すことか 

DN/OFFすることもできま7。けBB 

〇リセツトスイッチ 

コンピュータを再ieitさせ紊す. 

△注意HOO/FOOアクセ:: HOO/RDDアクセス9ンプが点1Jしていると5に 

いでくださtV»データをBMするおそれが*5りま1 

«(をONにする場合は15秒以上»ってくだSL 

JOWfOFFにしたりリセット 

ます-3Tた•«!在OFFにした後、 

2い• 

ットしな 

!：後、潯び 

❺フ□ツビーディスク擇入口 

3.5インチフロツビーrィスクを！#入します•フ□•ノビーティスクを取0出すときはJf入口の左 

IIに®るボタンを摴し茨す• 

主籯FDOアクセスランプがfJWIしているときにディスクを取り出ffないでください■ 

データを»_Tるおそれが《〇紊T- 

©キーボード 

キーを坤して文字やK号を入力したD，コマンド(S5令〗を送り求す•(★ 41ページ） 

❼スティックポインタ 
拒を®くのせてfcかすと•力ーソルが移fcします30ページ） 

©HDDスロット 

HDD乃_卜yツジを®_し求す,(4 67ページ） 

©ステ_タスLED 

»年鷲を*ホしま，，【4 23ページ） 

OflULED 

航霭LED 

»を赛示しま25ベージ> 

充電のtt»を表示し？すパ呤25ベ_ジ） 

©PCカードスロット 

PCMCIA供_攀拠^PCカードを较着し承す。80ページI 

®拡强RAMエリア 

tf»RAMモジュール在！*鳙し5す•<■• 65ページJ 
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3■[スピーカ 

36_»のモノラ丨レスビー乃で9,(4 56ページ） 

❼LINE IN(ライン入力)纗子 

CDプレーヤなどの外部オーデノオ#播RTることによ0 •外部のB田をコンビ：!一夕に取D 

込むことができ家す57ページ） 

©MIC IN(マイク入力)*子 

マイクのク■-ブルをISttTることによ0•外《6の^_奄コンピュータに取り込むことがで2ます• 

(-♦ 57ベー y) 

外浮スピーカのケープルをします•》庠はステレオでfc 

A>主奮へッKmンやイヤホンは推®しないで<だtr 
こすisそれがあり家す， 

出力cn末す 

rい:wkxが 

•(峰5フペーi 

©DC人カコネクタ 

忖祕のACアダプタを》«します44 24ページ〉 

©シリアルボート 

モデムなどのシリアルボートを*うWiMSを梅!*しま用「COM1J(こBBKrnま7が，シ 

ステムコンフイクレーシSンでrOOM2J〜rCOM4Jに変更でe承す。K B0ページ} 

❼外部CRTポート 

外部CRTテイスフレイを接«し李す《(•» 71ページ！ 

©プリンタポート 

プリンタを推aします■パラレルポートに鉍つてd*«n>pTijにttiunますが•システム 

コンフィグレーシ3ンで柏のictに変更でeます,(今8〇ページ） 

©外部キーボード•マウスポート 
PS/2キーボードやマウスを9HT ■ドやマウスを»班了るこ< 

\|&本ーボードとマウスを 

ことができます•また、rti*のキー衣ード•マウスアダプタ 

，を间明に使うこと6で55すバ呤70ページ） 
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j底面 

❷バッテリパック取り出しボタン 

パッテリパックを袞雇し3：す•一 26ページ) 

❷パッテリバック取り出しボタン 
パッテリパックを取り出すと5にこのボタンを押します，4 26ページ》 

/!\gM ACアダプタを推81していない伏雕で*コンピュータが勤作しているときにバッテ 
リパックを取り出さないでください； 

❸HDDカートリッジ取り出しポタン 

HDD/)— トリyシ¢¢0出すときには•このボタンを神し茨す。け67ページ） 

/!\注意コンピュータが_MWはHODカートリツジり出さないでください* 

❹ファームウエア格供部分カバー 
このカバーは.Wけなし4うにしてくださV、 
コンビ:!一夕をfc作させるために必靨なiCぴ爱鷲されており、，mテクニカルプポートセンタで 
のみ使的に用雳でれてい求す• 

スタ—トアツブガイド 
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WtmiED 

&mm\.ED 

©hdoアクセス 

Ofodアクセス 

0CPLWW 

| ❷ S»LED 

〇充電1£0 

❻NUMDック 

A ©CAPSロプク 

J/ ©SCRL ロック 

OSCRLロック 

充電の状®を赛示しま25ページ） 

電»の坎的S示し3：す.け25ぺージ） 

八ードディスクへのアクtzス中にaflします■ 

フ□ツビーディスクドライプへのアクセス中に白幻し茨す• 

CPUのスビードに®じて色ゎ«化します•»«のスビードでft作し 
ているときは礞色:•点灯します3パワーなーブ餐晚か*いている 
か.CPUスピードが「LCWJに设定されていると5はオレンジ色に か.CPUスビーt 

点:灯し5す• 

NumLKキーが〇ック状ときに15幻し豕す：のでニユー 

メリックキー （チンキー〉が使えます •:— 46ページ） 

CpLKキーがDック状麻^かこ如します•この找期でシフト牛一 
を邳さこアルフアぺットの大文字夺入力することがでS家す• 

SCTLK本一が□ック状!•のと芒に点〇します•この状*での 

は、アプリケーシ3ンによD婀な〇汶罗， 

^>3E® HDOアクセスとFDOアクセスの痛fl中に«」»«OFfにしないで <ださ1、テータ 
が《えたり騮れる可癒性かあOStfr 

iステータスLEDについて 

コンピュータの動作状®をステータスLEDで表わし末す。それぞれのマークと点〇状明 

の*味は次の通0です。 
©HDDアクセス 

〇 FDDアクセス 

〇①〇〇回赵 
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4ノ 
ACアダプタの接続とバッテリの充電 

本»品のは•忖■のACアダプタをffiつてACコンセントからとる方法と，バッテリ 
パックを使う方法の2通0S0ます• 

初に使うときは"- 

バッテリが充電されていない伏*で出荷され、パッテリパックには绝がはさまnて 
しぼす，■抑こ、お使いになるときは.26ページr八ッテリパックの交換JをおRみの上• 

IgJI紙を歌D外してから5E*を行なってください• 

jACアダプタの接続と充霉 
ACアダプタIんAC]：/TZントから霉*をとるときだけでなく、バッテリパックを充»す 
るとtf〖こち使い？す-*た.充It中も本»Sをft作させることでき求すので、S買い上 
ブ後最初に®5ときは，まずACアダプタを格«して、充«しながらお®いください。 

付■のACアダプタ以外は，W対にflE困しないでください, 

ACアダプタのプラグ在.本体のftろのOC入カコネクタにSし込みます•プラグのもう一方を 
ACコンセントに格铁すると*充電LEDがオレンジ色に洗〇し.充霜が始まりまT. 

^充«LEDび,好色になった5充電雄わりです•パッテリのみでCfft屻とTOACアダプタを 
外してくださlAoACm男でお浼IV©とさはこの李李にして15¢家す。 

?N0tJ使用できるAC電置はRボルト？ 

10OVから240VJ：で巧®してあC Bl»0に幻DBり0 3：す 
ので、肩外ぢどrbSffUK：なれ*，• 
明外で髮ラと，^.ブラブの形Wfiaるcとが®り家すの 
で cat くだ cxu 

IINote)充につCVT 

主ぐ现さnてvmu*: ■ケらフ〇^^れる？:でには.拟 
PW3TOX3*か,，す• 
eTfc.慕 のCW/OFfca か相®W^nsrす, 



充電LEDの*tR 

Iacアグブタから亀霣び识給さr•ていないか.バッテリバックザ正し<»■されてい 
mn ないtt•です•承た.充職に*した澹*夤_をa龙てし\るなど.こn以上充電でe 

蓴レンジ饞 

np バッチひパックぴフル光Kntい 

電源LEDの■[味 

M 

オレンジ色パVテリパックの残■が，なくなつてい》す.リてッテリ變用13の 

»色_ バンテリで貧作してい；す，パンfリパックがフル充霉2ITて 

•ブスペンド-レジユーム状^)と芒UL «*し承す• 

jバッテリ残置が少なくなつたときは… 

の»■ぴ少 パツテリ なくなつてくると,次の雇で警告を発します* 

MILEDが、フル充■を*わす»ftからオレンジ色に変化する 

約16秒ごとに「ビッ』という■»音がする 

mmnられたら、次の手»で充電を行なつてください， 

/すくに、現在使用しているアプリケーシ3ンのデータをセーフする• 

2 ACアダプタを9婕.ノて想を行坏うか•充電^みのバッテリパックと交孩する* 

A;主置パッテリバックは•パッテリtt作中に交摸することはでき挈せんX必ず26ページの 
Ift明にしたがつて交费してくださし、 

バッテリの残置び少ない状翳でアブリケーシヨンの凝作«1けるとータやプロ 
グラムファイルが消叉るなどの事atか死生するおそれが250家す.家た、バッチリが 
すべて跚くなると，アプリケーシ■ンの*用中でも爾龙ぴ切れてし塞い*す， 

|Note|バッチリ奄ffi的するには"• 

«い衊わ〇たらすぐに電屬そ0FFC7る• 

つーマネージメント_«欹活か《.今にグD—レスタン 

パイ職eを霣功にして石くと的です* 

サスペンドレジューム鼸tt€百布こ▼る. 

なるベ<•パードティズクにアクセスしラにする• 

J::Note|リチウムにつUて 

本»!1^パッテリパックのIIJこ内»こリチウム霣:^«1さ 

nrしはす•コンピュータ内^«Mr*oシステム]ンフィダ 
レーシ9ンなどのリチウム霞〇によゥて_trnn * 

まyので、パッチリバvクwoo外してもこれらのが^ 

ることは®つ冢货ん》 

ACNJAviAs茄3S(YKVCHIU8^掛 
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サスペンド•レジューム梅能を使っている壩合 

パワーマネージメントの投定項目により，バッテリ残霞少なくなつたとぎの 
なります。 

设S項目:Battery Low 

[Suspend] パッテリ残Btf©とわずか®讎；:ttると、自赋|こ 
行しているアブリケーシヨンのff用を停止し.サスペンド• 

レジューム状®に入ります。 
[Warn Only(lfSのみ〉]パツテリがなくなった時点で.尾源が切れます• 

サスペンド’レジn -ム《_を有効にしている場合でtバッテリ少なくなると約 
16枚ごとの*告音が鷗〇?す《 
パワーマネージメントの設定方法につしm83ページ「パワーマネージメントのI9SJ 

を35我みください• 

jバツテリパックの交換 

/!\注童«腸のバツ，Uバック以外のパッチリは絶対に使用しないでくださu•まtパッテ 
リバックの分解や1¢•.火中へ•和热•好のB箱なども»«に行なわなし、で 
ください•爆Rしたり火災を«こT»それが35ります 

パッテリパックの交！#は.W*がOFFのときかACアダプタで»通を供絵しているときし 
かできません:交赛の前には、«LEDが;もしくは!!色に;S«Jしていることを雄か 
めてください4ISたはオレンジに点灯しているとき8、データをディスクにセーブする 

か、ACアダプタを遵し込んでからパツテリパックを交操してくださしMサスペンドレ 
ジユームの状雄でも交換することができます。> 

l^rg|サスペンド•レジユーム 

アプリブーシヨン©^中こM蓍OFFにすると91在の状® 

，メモJに保存し• にしたときに表る籯 
Wと角じ《響でIt^irtrることができる!1*¢てす•，コている 
アフUケーシ■ン«#了でせるCとな< で5.内び 
作赛を始《>るときにアフリケーシヨンwanし5M5す必霽 

神り家せん•ただし.レジューム状零であつてち.少量の霉^ 

がMhrnてIぼ霣ので.バッテリMつてときにfiiw 
この找»力寒？:にして8くことで^Tせん•この镄« 

は•パワーマネージメント1** 83ページ*Iでかを拉 

»re»T. 
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7本体のこあるパッテリパック取り出しボタン«.田の矢HJの方向にスライドさなてカパーを薷 
けます， 

2バッテリパックの李期のふちを手で持ち、ゆつくりと取りは，します，本8«を初めて8うと5 

はここで游嬅»を取り味5?す_ 

d交»用のパッrリバックのが本体の断面こ向かうようにして.擻ろの突!^を®看エリ 
アに合わせてはめ込みます• 

分子ITO®分をゆつ<9とはめてくださぃ《»ゾこ8E看？れて1砀のを棚しfc5、》パーを元通 
0にし索こ.取D出しボタンかロックされてのを*Bしてください^ 

鼴扨に使うときは*緣シートを取り除いてくだSい* 

^ M 餅シ-卜 

善 

>0 u-3^00^ ^ ^ e si 
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5j電源のON/OFFとリセット 

のON/OFFとリセットの方法について網 

夕が格*？さnてし沿か、もしくは，パッテリびフji 

します•*!源を入れる前には、ACアダブ 
か、もしくは，パツテリびフてしめかどうかを播認してく 

ださしVなお、出拜時に«，ttSONの优明でttfスイッチを押すと自贼にレジューム状 
贤こなるように設定されています海をOFF(こする場合は36ページをおKみの上、K 
定を変更してください。 

源のON/OFF 

7本体のw從こあるラッチを手初にスライドさせてカバーをwいてくださしv 

^キーボードの右上に35るスイッチを押します• 

明をOFfにするときは•もう一度霉激スイッチを押し衾L 

TM, てをCM•:したとさはI 

Win加ws®95セットアツブプ□グラムび 

运舫し求す.スティックポインタの®い 

かたh>30^—ジ泠髡又てかi tZ•ノト 

アツフを;?行1431ページ)してくたで“ 

/!\注意HDD/FDDアクセス9ンプが点していると»K：M€0FRこしたりリセットさせ 
ないでください^データを味«するSそれが《ります■蓍OFFにした後、再 
び曙»«0NCする場合は15秒以上得つてください• 

|Note)霣潭LEDの章鼓 j|W3te]充邮〇〇眺 

m 電邏がcffの««です， 

オレンジ® :パVテリパックの«■が少》くなつてしぼ 
負全 ACアダプタで費，してい爹玟， 
•色 :十分天®?れたKッテリで鼸^してい承I 
•サスペンド•レジ3—ムとき3.众滅しSf? t 

;物0 ACアダプタから電JJか供給CTTCい芬^办， 
パン？リパックが正しく鋟看さnてい取你癱 
です•，た.戌:：遇した的を*aえている 
なと.cnw上天韆でc莎ノ#こあります， 

孑レンジ色明を充»^です4 
好® バタ？リパック”フル形tenて1潔す1 



Jコンピュータをリセットする 

蘄しいドライパをwみ込んだり,«辺機sを追加したときなどは,そnらを泛嫌させるた 
めにコンビ:1ータを筠g動ごttる必*が®〇*す， 
:Windows^95の場dはIドライパを招み込むWや貝機描を追JCして八ードウェ 
アウィプードを実行するときなどに再E動をST メッセージが我示され、【0K】もしくは 
[はい】をクリックすることで再£動させることができます。 
また、[スタート]メニューからWirvdow^95を辂了させるときに闲起«」を選んで丙6 

動させることちできます。 
尹g動2せるには、このような方法以外にも，ソフトウェアリセットとハードウェアリ 
セツトの2通りの方法が《5CKそれぞれの状況に応じてどちらかを実行します。 

〇 
Z 

〇 
n 

fV 
C 
ft 
Vc 

A》主篇むやみにリセット蓍かけ狂いでくだffい,一部のアブリケーシ3ンで正しい方法 
で終了さtr«ければデータが消失したり，作*ファイルが残ったままになる塌さが 

ますt 

ソフトウェアリセット 

断しいドライバを組み込んだ1MS-D0Sモードでの使用時にAUTOEXEC.BATや 
CONFIG.SYSを醫き換えるなど、おもにソフトウェア上でのシステムの変更を反映させ 

ると3などは、次の味作を行なつてリセツトさせます： 

$とf^Tと咏ーキーを_時に押す 

八ードウェアリセット 

新たにa辺檐器を接«するなど.おもにバードウェア上でのシステムのssを反联ごe 
るときなどは.次の嫌作を行なってutzットさせます， 

図の位■にある、リセツトスイッチをボールベンの先などで押す， 

リセットするとWindowse95が 
再拉»します： 

水>主置リt?ットするt•セープされていないすベてのデータ》»龙てしまい》す 

水〉主童キーボード，およびマウスか5の入力を一切受け入れない状11になったときは、 
ictrtkl An ソフトウzアリセットよびリセットスイッチの行なわ 
ないでください•この場合、3TT•バッチリ，ACアダプタを»き、その後、再びパッチリ 
を«■するかACアダプタそSWU®Sを立ち上l：f■してくだ？:い,<•» 96^-ジ) 
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Sノ ステイツクポインタの使いかた 

本(こは.マウスと司し役Sを史たす「スティックボインタ」とS右2^CDボタンがS儀 

2tlています。Windcws^95やマウスを使うDOSアプリケーションでは、これらを使つ 
てボインタ(カーソル)をfcかしたりクリックすること•きます6 

J画面のポインタを動かすには••• 

ステイツクポインタは•本WftCDキーボード中央▽ "H- B•の各キーの閜に3Bります分 

このステイツクボインタの先an(こ指を箱れ、土下左右方向に« く押すと• s®上のボイン 
夕ぴその方向に移動しますu 

jクリックするには••• 

マウスの左右のボタンに相当するボタンは*キーボ•ドの乎茼中央Iこ2つ®◦ます。 

ボインタをアイコンやボタン• メニユーなどの位鼸に移動してから、このボタンをR箱な 

どで捽すと、クリックすることができます。 

ほとんどのアプリケ_シ3ンでは、词かを決定した〇実行する壩合は.左ボタンをクリツ 

クします。 

クリックで実行される*S作は、アプリケーションによってRなります： 

左ポタン 右ポタン 

I_J 
C TE： ) 

_No^Jスチイツクポインタのしくみ 

ス，イツクボインタそのり•推で柙しても 
■te爹ttん•ステイツクポインタecuえらnた&T：そし 
コンビ:!ータがして、マウスと:?を!!!uしyr* 

老_] Wlrxlcw3»g5の•いかたは？ 

スティックボインク时コて9?明：Wncfcjw^95令す 
る万法については.第3*rwindws^9!iとサウンK«ttJ 
J-* 52ベージ>で15しくK明しています. 
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Windows®95をセツトアップする 

お■い上げ後?J)めて*»をONにしたときには、ま；^ Wmdows«95が®える状®には 
なつていません。お使し^:なるには、Windows®95をセットアップする必要があ0ます• 

メモリーチIツクび》わるとWindws®95セットアツブブ□グラムのiffiSが表示され 
李す。次の手険で、セツトアツプを行なつてください， 

A注意手BI18で肩インストールするときに必饔となるrセットアップディスクJと用ら 
かのトラブルによりWirxtows«'95が13勤し®くなつたときにMS -DO Sモード 

で起動でせるた⑽「システムディスク®®ディスク)Jを作成します.•)もって新 
しいフ〇ッビーディスクを42«用*しておいてください•ディスクの作成は 
セットアップ•了綾に«行Tることちで34ページ） 

J trットアップの初明两面が表示され茨す.gキーを押してください， 

2ユーザー憒《苷8»します•名前を入力しr^]キーを押し.金社名を入力し袤す，入力が》 

わったら[»:へ >】をクリックします。 

3ライセンスについてのR明が5示され？す•«み终わった5【次へ>】をクリックします。 

4 養がR承されまわったら[R零する]のところにポインタをの 
クし、はへ>】をクリックします•[|!OTしない]を*ぶとセツトアップできません. 

せてクijッ 

O rwinc30^95パッケージJに添付さnrいるfc日rtiftcBte of Authenticity」のバーコート 
の上にKi«SれているfProAict IDJ«入力します。入力わつたら【次へ >〕をクリックし#: 

す. 

〇コンビ；!一夕の環壤设3：を行なしほ9•[次へ>】をクリックし求す* 

/デパイスのインストールび蝤まり求す•肢芝には》柃かかり床す• 

rコビー?8了 jとs示されたら[元了】をクリックし李す• 

8セットアップ完了のメッセージが*示されます•【£>：】をクリックします， 

>JHIAVCV>7KA V A0滞Sひ〆r?\ window%9CJlr»1zv*了NIVSTT か 

9再gfc亡れ，Wlndows®9SiDg«figSが我示されますc 
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10 n-ドウエアとブラクアンドプレイ器の»足び行なわn?す投定kはa秒ひかり5す• 

11s»co»«aeD^i8に行なわわ#す- 

{コント□ールパネ』卜[スタート]メニュープ□グラム，Winctowsヘルプ，MS-DOSブ□グ 
うム，Microsoft Excharige) 

12 ロリンタウィプード]ffl面びRi^rnirす. 

本»»こ》班できるフリンタをs拎ちの場合は[次へ>】苟クリックし•ウィザーrd»示にし 
たびってフリンタをインストーゾレしてください， 

-プリンタび麻パ場合は[キャンセ/!/】在クUックします， 

_ _czni -j | 

13旧付と闭Hのフ□パティ:示されます• 

[タイムソーン]で•本WSを使用する:®所茫BSEします•日本ffl内ておC&•切と放5¢?■る必 
翯はめDません^ 

—-1I 

^【日付と闭«】のタブをクijックし承す• 

=Note]魚にB®が翼つ!•になったら… 

一定を时ぬvicr« くと•霏に為欠 
ることか® t)ま 
これは•パヮーtrービングW6をしていSとき〇の一 

-ビング次響て入ったことにより 两たちので2» 

XVん月らびの尊一を辦^と元の表示に霣りそす. 

セーe 
油 
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IB Micro&Dft Create System Disks作,成通面が5示されます* 

ここでふWlnttow^95cDセットアップディスクとシステムディスクfgftディスク}を作« 

し笨す次へ >]在クリックし3：す. 

9：もって.丨.44M0のフロッピーディスクを42校厗簞しておいてくださしVなお.ディスクの 
作®3セツトアツブ路了後に*行することちできます35ページNotdl 

19作成するディスクセツトを選択する两示され茨す•先にセットアップディスクを作成し 
ま？■ので.【Microsoft Wr<icws 95セツトアツ-..-1が遍矜坂€5^>されてI必のをflS5 

し•【次へ>1をクリックし李す， 

201校目のフロッピーディスクにfj霸の「せットアップe動ティスクJと蜃かれfcラベルを«り. 
フ□ツビーディスクドライブにセツトし末す， 

セットしtら•欲へ〉】をクリックし菜す， 

21フマツトさnてし屯いディスクやデータび入ってI名ディスクびセツトされていると芒は 
フォーマツトしてもかどうt••を®Sするメッセージび55示さnま9V7オーマツトして6 

いいときは[はい】をクリックします》 

&この®とは•メッセージにしたがって次々とフC3ッビーディスクを入れ»え.すべてのセット 
アップディスクを作成します， 
フ□ッピーティスクには•的もって付雇のラペルを钻って！3$ますf 

23乎«1印万=イスクt?ットをSおする#面で.IWrccws 95棚ディスク】を還f?i反示) 

ur欠へ >]をクリックします■ 

P^cetoディスク】をクリックすると•アプリケーションの名joとブaパティび5示enま 
す。ここで【ディスクの作aiをクJツクします• 

|NDtD| Wlndows«95び8«しなくなったと抒は 

15薦コたシステム1»»行》コたamcriVnctows^び翼 させることで€5T,|fしぐ；マニユアル 

増m 了したと5なとは. 2常> こfiircffなくなることがあ〇家 它あ»みくた 
，.このとき.「Starting V/lrAJw395J«t»r?nrLHSH 
に @キーを*すとft示ernる二;！一rsafrt- 

ドmi折すると••■mxrjiasn才なくでI* 
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25フ□ッビーディスクに阿局のrWindows^gS ディスクJと霱かれた5ペルをfcDフロッ 
ビーディスクドライブにセツトし茨す, 

它ットしたら，【OK】をクリックし求す， 

A)主薄起動ティスクの作成を凳行すると*フ□ツビーディスクに入っているデータはすべ 
て1«»され*す•頫しいフ□ッビーディスク老用肅するか、ちしくは！！Kされてもい 
いデータで35ることを的もってW8してからセツトしてください• 

26 ディスクの作成わつtら[ok】をクuックします. 

27 [欠へ >】をクijツクすると.手w_i9のa面:こsoますので【キャンt?ル)をクリックします• 

28 ノステムディスクを作成しなかつたときは•システムディスクの作成を保すメッセージが 

WlndowS«95®EftWこ»示亡れます， 
▼をクリックして•メッセージの提示回》をK定してください- 

KT】をクリックし家す• 

嘶 
ft 
V； 

M 
Vr 

30コンピュータr/Re動されます• 

WinGowa«95の娜®面i:«Tいてデスクトッフ函fiぴ耐されます。 

31 rwuxiwsへようこそ」では.Wi「oows®95のいかたなどをSることができます，こ 
の由面をKじると5は[Mじる】をクリックします- 

：i^ote]あとでディスク螯作成するときは 

Pタート】ボタンをクリックし•メニユーめ【ブ□ブラム〗.〖ア 【キャンセル】クリックし、一Bセット尸ップを鳄了してから 
クWリI-【システムツール】【Disate System Oaks】ディスクをft 0Eして■くだ2し、 

. #4* 18<Wicro©o<tt O^ata System Disks作成！* 
ttぴ費示zrn掌す， 
手7Lにフ□ヶビーディスクa筆t壩fiなどは.子nn 8で 
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日ノ 

レジューム機能とスピーカ音量を設定する 
実限にアブリケーシ3ンを使うRに•コンピュータ本体の®作*31を股3Eしておきます。 

サスペンド•レジューム機能の設定 

本こは•アプリケーシ3ンの実行中に«iSをOFRCすると現在の状®をメモリ(こ* 

存し、電》をONにしたときには、OFFにするBRと同じ状*て•fcftさt?ることができる 
「サスペンド-レジューム«SEJが搭載さnています.. 

この费*を有55にしておくと、たとえばワープ□で文書を作成している途中で作*を中 
断したいと思った場合,ワープ□を一巨@ 了させることなぐ尾*をOfFにすることがで 
きます•两び«源をonにするだけでJiceofFのorxott醱から作菜を》めることができ 
ます:ワープ□をleuさせてファイルを込む作*を» くことがでにす。 
出荷時Iこは.箱#ONの伏胺で明源スイッチを押したときに自»的にレジ；!ーム伏®にな 
るようにssさnrいます:このとき、レジューム伏？srはなく尾*こなるように 
しておきたし神贪は•次の手»で投^を変更してくださいc投定方法はモデ/wこよ〇異な 
りますa 

P90T/P120T の壩合 

7 を同時に押して.パワーマネジメントメニューを*示させます. 

2し^>一を井してから、0¢—を押します： 

3 でiSv/soe^s汾tch】を遘び茨す， 

4 [ Iキーを神して.Mスイッチの簡晚を！^しyす. 

エックマークぴ；flえてし必…财ON/OFFとして* ffi 
ェックマークが付いてUStt®…レジュームON/OFFとして费能 

[Wcrdj J Cワーマネージメント 

爾^IHI■をJ*6 了ための》<rWMですぷとえ裳一定 
の6W^lンビュークの楫作せ行^^かコた躧8貧贫1し• 

jをwにしたd，cpoのwrea くするなとの《艷か©つ 
:す•<— S3ベージ） 

SNotelスタートメニューか5サスベンドさせる 

Wrxtows®95の【スタート】ポタン％クリ7ク霣ると»1»2： 

れるメニユーから【サスペンド}€遘ぶと,明スイツチ哿〇印 

にし夺<てち.すぐに*7スペンドレジニーム亡せることCfで 
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5 1^)^—を押して、®キーを20押します• 

6 a後Iこ3キーを押します， 

100Tの場合 

7 こ押して，パワーマネジメントメニューを我示させます， 

2 でメニューからIControlslを選びます• 

3 i)キーで【PowrSwitch】を選び$す。 

4 33^—で®#スイッチの潰能を選択し承す* 

•【0r\/0ff】を選んでいる状鼷.電S0N/0FFとして機能 
•【Suspend/Resumelをaんでいる伏® レジュームON/OFFとして截* 

〇 @を押して通定します。 

O キーを押してから@キーを瘁しまT。 

座ifiを!!やTくIWしましょラ 

LCMBの石勿こ《 i ノブを目して、《®aaの撮8芝颶や 
T くなるように譏麵してくだい， 
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jスピーカの音■の調節 
本体には、スピーカか内蘧されています， 
スビーカのa■をsibするには、次のようにします3 

スピーカのMのみ調節するとき 

タスクバーのaを左クリックする 

つ寒みをトラッグして1#¢する< rs 
ユートjをチェックするとが 
澜无求すI 

Iんベす抑 

r 妙 

左右のバランスや音Sごとに調節するとき 

タスクパーの®を右クリックする [Mの諷置〇を左クリックする 

ポリユームコント□ール(三キサー以)S 
SJ5のつ求みをドラッグして 

MS-DOSモードでB屋を調節するとき 

TOキーとキーでWBする 

+© S■を上げる 
®Kfs| S麗を下げる 

S甬するアプリケーションによっては、別の方法で設定できるようになつているものか 
£0ます•その場色、使用Tるアブリケーシ3ンのマニユアjUOfi^iSSのB目を 
の上男®してくださし、 
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フロツピーディスクドライブの使いかた 
本»fiには、3.5インチフ□ツビーディスクドライブが致儀されています•ここでは、フ 
□ツビーディスクを取り扱うときの注載と、ドライブにセツトする方法につ1ヽて88明し 

ます。 

jフロッピーディスクを使うときの注® 

3.5インチフロツピーディスクは，入力したデータなどを保存するのに使う大切なもので 
す。取り扱いにあたつては次の点を十分注*してくだ？い。 
家た.フロッビーディスクを使わなし^■合は•必ず•コンピュータの電源をOFFにする前 

にドライブから取り出して、遇切《場所に保管するようにしてください• 二保管するようにしてください• 

注意 

テレビやモータのような，磁気を発生 
する«のそばに■かないでくださし、 

符に日光のあたる華の中や* *S 
なI、でくだsuまた. 

亡ころ(こ動1ないでくださU 

シャッターを闢けないでください《内 
部の*e懼メディアに(■を付ける©そn 

があり示す。 

ラベルは.正しし喵鸞(一设へこんでい 
まT)にお貼りください•また、別のラ 
ベルを咕ると$は*ねて阽らずに，的 
のラペルをはびしてください* 

i：*^te| Hみ■きできるフォーマツト》? 

出の状•では. 200111!W«K«e卜5ツクタイ 

ブJの720K8.2HDi q®覉密卜9ツクタイプ》の 
1.44M61フ，ーマツトのフロッピーディスク％ 

ttみ書eでeyす• 

$Mato| 12MBでのフォーマットは？ 

V2W⑽フロッピーディスク在K»c?明にする.3モードド 

ライバ(出衡Wィンストール；iみ丨はリード/ライトのみ％ブ 
ポートJる宅のでvフ□ツビーディスクのフォーマツトは行な 
え》せん*»た，V2MBのディスクからすることもで5家 

ttK. 

VJ□vcn:.lHlA.>Jv>'7;VJIAM0®c»r? 
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一夕をSき込み禁止にする 

フロッピ•ディスクには、つて保3してtvg>データを消した0、上醫きされないよう 
に、蠢$込みを(ライトプ□テクトといいます)できるようになつてい*す。 
ライトプ□テクトを行なうには*フロッピーディスクの興保(金屬の円«が見えるほう)の 
一方のカドにあるライトブ□テクトノッチをftかし*す• 

參■き込み和t ノッチが\teriこなっていると、フロッピーティスクをフォーマットした 
〇 •フアィルの書き込みや箱去などができます： 

•霤き込み禁止ノツチが下邠になってし洛と(四两い穴tfSfiいてしフロッピー 
ディスクのデータを消去したり.上書きしたり.iglDすることはでき5这ん* 

jドライブへの出し入れ 

フロッピーディスクをドライブにセットする塌合は.ラべ/し面を上WこUシャッターの 
あるほうを先にドライブの中に挿入します6 

フロッピーディスクが正しくセツトされると.FDDイジェクトボタン?mび出し*すc 

フ□ツビ_テイスクを取り出すときは,FDOイジェクトボタンを择してくださし、フロッ 
ビーディスクが少し？？Iび出し、取り出せるようにな0*すc 
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キーポード操作に 
明れよう 

キーボード上のキーの位■と梅拒、©よび文字の入力 
方法について網しています。キーボード嬅作 

ていない方I祕すおR*ください。 

1. キーボード各田の名前と機能 
2. 文字を入力する. 

J J JJ 



システムフアンクシヨンキー 文宇入カキ- 

豳里|_菌瞳祖麵_酗闕 
_廬麵譲酿麵_厂J 
_里_麵____圖 
_置_圖畜_i鲴_@_ 

别aキー 

キーは、その**によって大きく 3つに分けることができます. 

yj文字入カキー(薄い色の部分） 

主[こ、アルファペットやひらがな、カタカナ•!??？、記号などを入力するため 
のキーです，1つのキーに2つ以上の文字がwo当てらnており、 

のgキーと組み合わせて目的の文宇か入 
力で5るようになっています‘ 

使いかたについては. 47ページ「文宇を入力するJてi?しく 83明してい* 

す• 

^制御キー(灑い色の部分） 

文宇入？7キーと«み合わせて使うキーや.入力する位置を決めたり動かし 
たりするためのキー、および、コンピュータに対して]マンド(金尚を送る 
ための牛一などです。これらのキーだけを使ってHS文宇を入力すること 
はで舌ませんページ参®) 

袋now] 〇ックtJWについて 

芊•■(こa.1PWirごとに状擊かB^rn. ロック娜になる 

キーと•ttscn’ici•したときだ]::職jcするキー02«〇$ 

0*す. 
ロックごnるキーの中てもック议こ 

なるとステータスLEDが功fjし*す■ 

キーポード各部の名前と糠能 
キーボードは，文字やS号を入力したりコンピュータへ}B示を行なう役目をもっていま 

す•ここでは、このキーボードの各キーの名rや機能についてr闲します。 
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Jシステムフアンクシヨンキー 

制泪キーの一つである©キーと[^を一、またはIフアンクシヨンキーの組み合わせに 

より、パワーマネージメントのメニューを呼ひ出したり•スピーカの音屋をMSすること 

ができます,各後)}&の铎細については爹照ページをおのみくださし、 Mfflについては爹照ページをおのみくださし、 

パワーマネージメントメニューを呼び出す(— 83ベージ） 

押す 

スピーカの啻置を調!！する(MS-DOSモードのみ） 

|]® を上げる 

[]wi -iSij b麗を下げる 

ク□ックスビードを変える 

0. 1回押すごとに、FASTI逢い)/SLOW<gい)が切OUtoDます., 

LCD*示かCRT表示かを切り霤える 

10?®すごとUM 

ます。 

卜LCD • CRT同時の«に切0贫わり 

テイスブレイについては、71ページをおRみください• 

|^ie|システムコンフィグレーシ■ンメニューし 

コンピュータのH作をるシステムコンフィグレーシ9 

ンメニューを好び出すには，3ンビa—夕のe動鰣に 
つのキーをgwに拜し求す,な!^ »定せ 

sueした後的にシステムかw*さn# •システム3 

ンフィグレーシ3ンメニュー€_ぴ比7«には,taしたデー 

夕;と邮对存して13いてくだSU JOSPB法にクいて氐 
•鹯5章シス，ムの校定を*える』(•# 7茨ぺージ>をft®みく 
だct、 

if 
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各キーの檯能 

中止や中»させるコマンド(由令)を送ります： 

OESC (エスケープ)キー 
投芝を取り為したり•»行を中止？ると亡などに押し？す• 

❷Pause Break<ポーズ•ブレーク)キー 
笑行でれている&のをしたり、ブレークS号をSるときなどに押しますc 

投定されている«8Eを呼び出すときに使ます(， 

❸フアンクシ3ンキー 

上1までのi2flのキーにそnそn郎〇戡吃roマンド油知r/no付けdれています■ 
内容はアプリブーシ3ンによt>«なります， 

コマンド(翕令)やH定されたものを決足するときに使います。 

OGnta•(エンター)キー 
«鼠あるコマンド皤令>の^を決定したり、!9^された足firるというような*合に 
挎します•また.文rを入力していると5は.この车一で改行？せることかでき未す， 

丽のハ• 

©PrtSc 

-ドコビーをとつたり、Windowざ®95の面面を取り込むのに使います。 

(ブリントスクリーン)キー 

Wirxtows®96を®つてし砀場合は示されているを®〇込んでクリップボードにfciでき 
ます• 

文字を■集するときに使います， 

❻Insert(インサート)キー【ロックされます1 

文字入^— ドを切えますv丨0»?すごとに、方ーソ.1レ位励こおる文字の«に擰入する「イン 
ブートモードJと、力ーソ7b(C霪の文字に上書きする「タイフオーバーモードり*わります• 

❼Dotote(デリート)キー 
カーソ ■からC 於 又字をH! 味し求す •カーソ)WC■は R わり 3： せん. 

©Back Space(バックスベース)キー 
カーソル位腫ひ5,左の文宇をB彳终します•カーソル位匿は左に窺んヽていさ求す， 

44 



4V ❾Tab(タブ)キー 
文Tを入力していると5にこのキーを押すと*タブが押入され力ーソルが石に繆»します， 
mT キーを拌すと.つ的0タブ位霍承で.R0カーソルWSに移勘します。爹た.对灌や 
データペースなどのアプリケーシ3ンでは•次の項0への移#などに®わHることも®0ます• 

文字入カキーと篇み合わせて、文字*入力するときに®い丨す〇 

©CpLK(キャップスロック）•英〇キー【□ックされます】 
アルファベットを入力すると文7•をW08えます-とKB5に〗0押すCと(こ、r大 
文字モードJと「小文字モード」が切り»わります•また•ひらがな/カタカナモードからアルファ 
ぺットや教字を入力する50Sモードに切りttえると5にち使います。 

❿半角/全角キー【□ックされます】 
文字を入力しrしsるときの文宇■奄切り好ぇ度す•1回押すごとにjず_角モードj匕r金角モード」 
が切りHOります•求た、^>-とP)利：:挎ブと「日本S入カモードJになり次す， 

©Shift(シ’ 

魈のキ¬ 

ジフ ト) キー 
^と同WM押すことで別の職ffiを*行した0、興行方法を 一WDに*えたりすることがで 

亡李す6供えば，「大文字モード』で文字を入力してし必ときに，アルフアぺツトキーと0時にこの 
キーを押，と•小文字で入力9ることができ李す• 

空白®入れた字にa換するときなどに使います: 

«無》換キー 
日本語入カシステムを«つているときに、入力した文7セ;S?などに変換しなUときに押します• 

©変換キー 
日本3入カシステムを便つているときに•入力した文宇ぞ*手などに変*すると芒に神し茨す， 

©カタカナ/ひ5がなキー【ロックされます】 
rカタガナモードjとrc>6がなモート」を切り*え爹す-「カタカナモードjのと3はこのキーのみ. 
飞>らがなモード」のときはfsNft]キーとに神すと切〇替わ〇ます，茨と695 

に}8すと「D-マ字入カモードjと「かな入力そードJび切0 〇り〇ます《 

©スペースキー 
文r«入力していると5にこのキーを押すと•スペース(空白）«入れることがで5ます• 

力ーソルを動かしたりページをめくるのに使い*す.， 

®力ーソルキー 

通常•キーにreさnている三fttwwne)に方ーソルを移itするとさに®い求す名た、 
と峨に使うと，ペー^曾え本一(PgUp/PeDn>,Home(ホームクリア〉キー，End《エンド) 

丰一としrat能します。 

他のキーと相み合わせて«眭を実行するときに«います。組み合わせるキーと赡能は使って 
いるアブリケーシ3ンにより*なります♦ 

❿f=n(エフエヌ)キー 
キーボード上に□□てRK己れてし必麋酕を®うとき(こ，そのキーと«明に押し李す• 

❿Ctrl(コントロール)キー 

3¢?入カキーや«WW»キーと組み6わせて！*うことにより神定の#作をさせることができ求す. 

@Alt(^il/ b)*— 
才ネートキーともいい、文；入カキーやと組みeわせて®うことにより、特定の 
物，をさせることがで5ます• 

45 



Fn(エフエヌ)キーと組み合わせて使うことによCKキーボードの«酯やカーソ;KD動きを変 
えることできます： 
®NumLk(ナンパーロック)キー【ロックされ*す】 

一と《8?(:捍すと•ネーポードの右半分の第分を®字キーとして®えるょうになります•こ 
の状*を二:!ーメリックキーパッドとし礼ヽます9 

®ScrLk(スク□ール□ック)キ_【ロックされます1 

キーを押したときの»作は各アプリケーシヨンによりWMOまTか.通箱.キーと初押:こ挎？ 
と、カーソルキーの動きを変えることびで;？李す• 

テンキーを使って数字を入力する 

通党、B字はSSSモードのときにフアンクシヨンキーの下にMんでいるキーで入力する 
ことがでさ求すび•©キーと罔に!^^;キーを柃すことによ〇.図の部分《ニューメ 

リツクキーパツド)でも数？を入力できるよ5になります。文字よりち®字の入力のほう 

が多いという壩合などは、罐适のテンキーのようIこ®うことがで$るので便利です。 

W»ONのま？カバーをMじると 

サスペンド.レジユームが抑になつているときに.爾澤を 

ONのままカバーを5じると* «1〇殄»にブスペンドン 
ジユーム坎费こ入•眇88ページ） 
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2J 
文字を入力する 
キーボードから文字を入力する方法について脱明します•ここでは,本製ffllこインスI-一 
ルされている日本詔入カシステムMS-IME95を伊jにM明しています•別の日本逆入力 
システムをお使いのときは、お手持ちのマニュアルをおSみください。 

>入力方法について 

Winctows«e5eitfi後は何も表示されてしほせんが•デスクトップ上をクリックすると 
B本B入カシステム(IME)のツールパーが現tonますJAJと®示されてL 

カモード)では,半角のアルファぺット/カタカナ/M字とパ 
弓だけしか入力することができません。左M©rAjとr示さnているボタンをクリックし 
て入カモードを*ぶか、次のよ5に嫌作をするとッ- 

の文宇や*?を入力できるようにな0¢?, 

iれている状ft(B接入 
•ドに3WBされているK 

ル)に各ボタンがg示さn*全角 

キーを押してから キーを浑す 

トド 

13 
変換力式 
I難縱で1$ 
表示されません) 

入カモードと変換万式は.ポタンを 
クリックすると#示されるリストか 
5邋ぶことがで？求す• 

KAS^ME95のヘルプ 
カナキー• CapsLockキー 
状®インジケータ 

imm/i 
【MS-IME95®プロ/ (テイ】ダイアログボックス标 
/用供の着艚】ダイアログボックスR示 
ウインドウ販 

□ーマ字入力とかな入力 
□ーマ字入力は、□ーマ字を入力して目的のかな文字や溟字を入力する方法です• 

たとえばJか」を入力するときは®とを!*けて押すことでri3\lが入力できます。 
かな入力は、入力するキーをそのまま押してかな文字や*字を入力する方法です* 

たとえば、rかjを入力するときは[か]のキーをそのまま押します。 
どちらの方式で日本想;^システム <1ME)を;Eftするかは、[M&IME95のプロパティ]の 
中で没定し»す《 _ 

家た，□-マ字入力のときic®と罔诗に押すと、カナキーがonになり• 

一時的にかな入力できるようになります•(かな入力のときは,カナキーのON/OFFを切 

り8えるだけで、□ーマ字入力にはな0ません•> 

w^prtAd-r か 
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モード 

金角05がな 

金扇カタカナ 

半角乃タカナ 

切讎キー 

* 
7 
A 

7 

A 

ftMtTi 4- 

m 
[swill十^^ギ即找I 

®dSZHi 
暑ひつかなと#字には主しませ/しまた、半角カタカナ耸角*ISi•ら 
全角文字に切り！!え4とき3(15^キします• 

灞字の入力 
日入カシステム(IME)が立ち上びつているときに，ひらがなで入力してから!^] 

キーを押すと漢字にg換され家す•ち5—ai^iキーを押すと別のa字が*示され*さ 

らに®キーを押すとk确一*がg示さnますしい操作方法についてはI付«の 

Wln0crws«95マニユアノW)MS IME95のK目をみくださし、 

j文字入カキーの使いかた 

1つのキーに2つ以上の文字が别り当てらnており、r^ri、 

各キーと招み合r 

[)ひらがなy方タカづ;7> 

:目的の文字を入力できるようになってい莩す， 

を押しながら 

ローマ宇入カモードで 
このキーだけ押す 

B 

’# あ 

3 
• • • • 

あ 
— 

[を押 @を押しながら 

かな入カモードで 
このキーだけ押す 

文宇の*顗と入カモード 
a?dできる文手の»JBには「ひらがなjrカタヵナjitルファベットjr教字号」などが 
あります•また、文字には全角文宇と.その半分の大きさの半角文字の2稽nsがあります。 
文字の種薄を変える万法には2通〇あ〇ます。 

スカ前に文字のf*sを決めておく 切a丰一を押すか.ツールバーの[入カモート]ボ 
タンでモードをsんでから入力する 

-入力後に文字の櫓sを決める 金角ひらがな•カタカナモ_ドで文字を入力し 
てからキーで希里の文^Iに変換する 

回 011 
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小さいカタカナ(ッ•ャ、ュ、，など> _ 

カナ入力 77 文字キー0 

D-マ字入カ アア&K^#53 文字キー□⑽に回 

アルファペット小文？《8、h Cなど广1 

口-”M_ AA @ Q 

アルフアぺット大文字(A.B.Cgど〉411___ 

ローマ字入力 1文字ずつ入* AA ® 

3Rして入力 

T7«£> ! 

AA X?•キー□ 

力r入力.口ーマ亨入力 も7 ド抑： 記号キ-Q □ Q 

英K«<••咎 a $ •など）*1 

□-7?入力 あアアAA □ Q Q 

敗宇< 

PA* 35ア7AA -□•2 

1カナ入力の場合は•カナキー在OFRこ切0Bえてから入力しま？3 

*2 一とB時に(^1午—を押すことにより、キ-ポード石半分のテンキーキーパッドを®つて»字を入力 
することができます• 

SNot.)大文宇/小文字モードに田定するに〇 

1豆降一を，しながら-を）卩择Tと.fCAPSOッ 
クJがON • OfFen.大文，■?入7X0吣と小文；BKF入力 
lOFFl^OWOO J ^.ON OFFのtt■は.本«のステータ 

スLEDか•ツールパーのインジクークに示？れ»す• 

iNote]1文字雄位で大文字/小文《切り曽龙るには 

しなからアルフアベvトキー發停すと.BS入 

ドとは入力rることびで《茨す•例えば•大 
文字モードでキーと!^吃すと「ajt入力てで京 

す. 
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9 Windows®95とサウンド機能 
Winci3WS®95(D®いかたと•太ウンド播能 

について8¢男しています•本裂品のサウンド餐能と 
オーデイオアプリケーションについてK明してい* 

す。 

1-Wir>flcws®95を使ラ…” •••"• .— 52 

2.サウンド费痪を使う.56 
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7y Windows®95の使いかた 
WUk>o/^95は、アイコンやボタンをクリックするだけの丽®*作でアプリケーション 
を嫌ることができるシステムですsアブリケーションはウィンドウと呼ばれる枠の中r 

動作し、*数のウィンドウを開いて、ウインドウからウインドウへの文宇や里S!のコピー 
ちft安にできます•また.2つ以上のアプリケーションを罔時に突行することも可SEで,例 
えば• cdブレーヤーでe菜を曲きながら、ワープ□で文■を作成するというような使い 
0*た6できます。 
ここでは.アブリケーシ3ンの起動方法なと•Wrru^ows•き35の3ES的な操^7?法につしVC 

します。Wしし値い方については* のWindows® 95のマニュアルや•お使しVDア 
プリケーシヨンのマニュアルをお狭み< ださし、 

j Windows^^Sの®®について 

マイコンビ：I一タアイコン 
ド，イブのアイコンが表5fvされ、中<こ»る 
ファイルやフ：!•ルタをSることができ茨す， 

ごみ®アイコン 
W味したファイルや 
フオルタを一诗的に 
«置しておく*■所です• 

スタートポタンー 
クリックすると!《■ 
メニ:！一びわ n. 
アブuクーシヨン在 
5?行した0、«々な 
»$を巧钰ラつント 
□ールKネルやファ 
ィルを»作するエク 
スプD—ラなどを 
動できます• 
*-> 54ページ》 

タスク八一—— ポインタ 
実行されているアプリケーション？アイニンやメニユーなど 
切り«えることができます.右翅にを里んだウィンドウ 
13時Itなどか»示さnています。 をのG■やヮ:3さを*え 
<-• 54ページ > ることびできます《 

(峙53^< — £/) 

MをONにするとWlndowS®95のfiataStf表示されしばらくするとアイコンやタスクパー 

と坪ばれるものが^されます•この趣を「デスクトップJとしルはす6 WindowB®95でばての 

デスクトップ上でアプリケーシヨンを実行し.し、ろい5な作畜ぞ行ないます. 
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Jクリックとダブルクリック 
Wndows®95の世界では、文字を入力する以外のほとんどすベての燙怍を、ボインタ(マ 
ウスカーソルとます)を使って行なしVアイコンやメニューの上にポインタをのせ 
てクリックすることで処理を；行で5ます- 

ク1Jックとは•マウスのボタンを押すことで、本**品には*マウスと151じ役割を果たす「ス 
ティックボインタ」と左右2つのボタンが装供されています。 

スティックボインタ 
sをて®かすと. 〇面上のポインタび 
そのfcきに応じてtoきますf 

1G 1 「H • u y： 

右ボタン 
6クリックすると5に)Pしま 
Wlndcv/sでは、右クリックするとシヨ- 
カツトメニ:!一びR示され承す， 

左ボタン 
左クリックするときに押します•クリックは2傅*あります。 

•クリック 

故ダブルクリック 

ボタンを13押すこと* メニューやアイコン，ポタンなどを遵択L 
たり、フーフ□などで文r入力の位■を決めるのにSいます• 
ポタンを興早く Kけて20挎1こと•アイコンを愚んでアプリケー 
シヨンをanするときや、なにかのaaを尹行するときに®い家す* 

jドラック&ドロップ 

ドラックとは、アイコンなどをクリックしてaんだたままの伏®で別の場所に動かすこ 
とです。ドロップとは、ドラッグして期かしたアイコンなどを、その場所に置くことです* 

ファイルやアブリケーシヨンのアイコンなどをフオルタへ移動したり、ごみ《へ入 
れて呼街?するときなどは•まず.アイコンの上にボインタのせ,左ボタンを拜したままで 

梅を動かします。目的の場珩まできたら、そこで左ボタンを離します。 

ポタンを•すと一 
ド□ップされ、 
ごみ9KWに入る 

左ボタンを!•した 
まま«かす 

windows®9ol0?sfs»rc 
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jアブリケーシヨンを起動する 

アブリケーシヨンをEftするには、スタートボタンをクリックすると現われるスタート 
メニューを®い*す， 
マイコンピュータやエクスプローラから、アブリケーシ3ンのアイコンをダブルクリッ 
クしてg動させる方法ち35 0ます。 

7【スタート】ボタンをクリック 

^アブリケーシヨンを終了する 

iアブリケーシヨンを切替える 

突行されているアプリケーシ3ンはすべて、タスクノて一にボタンs示さnていますc 

ウインドウの後ろに陳れてし1るアプリケーシヨンを一番前(こ5示さt?た*小化さn 

てし％アプリケーシ3ンをウインドウ表示して*えるようにするにはタスクパーを®い 

ます• 
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Jウィンドウを操作する 

ウィンドウを動かす 
ウインドウのタイトルパーにポインタをのせて,左 
ボタンを押したままスティックポインタを鼬かした 

い方向に指をftかします， 

ウインドウの大きさを変える 

【■*1匕】ポタンをクリック 
3Eいつ示し3：す.元の大き？に 
戻Tときはボタンをクリックします。 

0W4Uボタンをクリック 
ウィンドウを閉じますP »了とは異なD.アプリケーションは 
，行芑れており.タスクバー切ポタン在クリックすることで再 
び5示させることができ 

ウィンドウの大きさを自由に変える 
ウィンドウの构にボインタをのせて、左ポタンを押 

したままスティックボインタを指を動かしてドラッ 
グさt?ると、ウィンドウの大きさを目由に変えるこ 
とびでff承す。 
(R大イでは、変えることはできS t?ん,） 

{wotej外»マウスを接Rしたときの»定 

スティックボインタとPS/2マウス拜に受用することか 

できません•どちらを®用するかはシステムコンフィクレー 
シJ 83ページ}でデフ:rルトはス 

テ/ックポインタOT5功ですので、PS/2マウスをると 

，は«功Iこしてください• 

windows@95Q^t5〆^ 
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サウンド機能を使う 

本製S(こは、16ビットサウンドブラスタPAO互換サウンド费®が}5■されており、§岜 
を入出力するためのi«子も用蕙さnています。ここでは、こn夕いかたにつしVC税明 

し*す 

j内Kスピーカについて 

本体にはモノラルスビーカ(Lチヤンネがさnr^ます.このスピーカからは 
次の5«saの音源からのa声を出力することができます。 
それぞnのSBは,Windows®95のアクセプリの「ボリュームコントロール-を®つてミ 
芊シングすることちで5ま？• 

PCスピーカ コンピュータ準で《钃されている*^ーフB•を契！7る8,です• 

PCカード PC力ードから筅空するです. 
出力«5它薄*しているPC乃ードを#着し.を出力する肢 

iこなつrt必場合のみ.スピーカか58P發出力できます• 

<モデムカードなど1 

テジタルサウンド喔®4 1SビジトDA]ンパータをft用しmサウンK®»から•の會庳-«よ 
び.FMシ：/12サイtrs遇だ!5H力さn^BPです* 

マイク入力 マイク入力こ*n?r•たマイクからの||鏵です， 

LINE INX^# line ini■子に»«cnnf^M-r•^微SW3のき庠です， 

•外®スピーカをするこ，ステレオでcfcr?で 

スビー乃のタスクパーの{Bをクリックし.«示さn 

るボU ム3ントD—ルで功»しま 

2 

A 5rKJO^S*95とサウンドtt貶 

56 



jマイクや外部オーディオ機器を接続する 

本体のSW面に1マイクや外部スピーカ、オーティオ板器などを接«する射子&嚷»さ 

れています。すべてミニジャックになってし、ますので，ミニプラグが付いているオーデイ 

才3— ドをC用* くださし、 

SPEAKER外SBスピーカ罐子 

ステレオスピーカそif Ift，ることによ0. 
コンピュータから力されるステ 
レオでJI5すこと2T•で 

|Note| PCスピーカとPC力ードのミキシング 

PCスピーカとPC »— ドか5のブウンドは•—*.サウンド 
lskdsキサー目路のて〇•友チヤネルに入力さn«*«mこ 

叹设.スビーカに出力され*す• 

したがつて•ボIJユームコント□ール•で•〔£)•チヤユルのM 

コント〇-ルそせるとPCスピーカ.PC力一卜•か 

ウンドの#■ち赛化します- 

40V 51 
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MS-DOSアブリケーシヨン使用時 

本製3CWウンド徵矩は.サウンドブラスタPRO(FMシンセサイザ機®を味く）と5戎ぴ 
あります。 
ゲームソフトなどのサウンド機期をサボートしているM&DOS用のソフトウェアを使用 
する場合，サウンドの殺定は•「サウンドブラスタ」*たは「サウンドブラスタPROJを撕 
して < た•さい。 

また、股S時には、I/Oボートアドレス、IRQチャネル• DMAチャネルが次のttこされ 
ているかどラ0^1焚してください”(この設定を行なえないソフトウェアも¢5ります） 

I/Oボートアドレス220H 

IRQチャネル ：5 

DMAチtネル :〇 
データビットW :8bit 
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システムを拡張する 
PCカードの便し、かたや、メモリや八ードデイスクを文 
5する方法，および外S固辺！#器を接する方法につ 
し、て8H明してし床す•必Bに応じてお我みくださ“ 

1. PCカート-を使ラ_60 

2. メモリを壜投する_65 

3. 八ードディスクドライブを交換7る_67 

4. 外部キーボードやマウスを接ISする_70 

5. 外部モニタを接«する_71 



PCカードを使う 

本体には• PCMCIA VGr2.0以降に¥«®PCMaAカード似下、PCカード)を*着する 
ためのPCカードス□ツトを搭載しています—ここでは、PCカードのS*方法とモデム 
カードとしANカードを使うときの注蕙*項などについて銳闲します• 

)PCMCIA規格について… 

PCMCIAと：j. Personal Computef Memory Card International Architecture® 

格で、ノー トタイプのコンピュータなどにg通する1Cカードを、メーカーが異なってち共 
«で受民することができるように定められた規格で、一班に「PC力ードJと呼ばnて 
いますa 

ノー ト型パソコンに日じ規格のコネクタとスロットを設けて•搽々な®5の力ードを装 
着することでパソコンの撤能をE强で5ますM 

カードには、メモリ*八ードディスク，モデム、SCSIインターフェイス*LANなど«々な榷 
»ぴ》0、カードのサイスによつては2校を同時に使うことち可®ですc 

寒た.PCカードを使3(こはkコンピュータにPCカードを誌篇させるためのデノ Cイスドラ 
イ)(を組み込む必要び®ります。 
本3ISの場S•デパイスドライバは,すでに組み込まれていますので、PC力ードをそのま 
求&■するだけでttうことができ*す。 

®カードサイズについて 

PCカードには‘現S.TYPE【〈厚さ3.3mm>、TYPEIH厚？5 0mm>.TYPEI(膠さ 
10.5mm>の3裼络のタイブが® 〇ます， 

本*®では，TYPE丨またはTYPEI1のカードを2tUたはTYPEIDのカードを1枚iMI 
することができますc 
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)カードの抜き差し 

PCカードは.コンピュータの動作中でも抜き爸しすることびでき求す： 
pcカードが装幾されると、どんな稽aのカードであるのかを自»的に認«し•すくに® 

えるようになります， 
なf>\ $5着するSDは、PC力ードを尹周するアプリケーシ5ンを実行しておいてくださし、 

例えば、モテムカードを使うときは、先に*®ソフトワIアを実行し*す。逆のW序では 
正しく動作しません。 

カードを装潛する 

7カードスロットカパーをs の方向に_けます， 

2力ードス□ットは上下2つ《り承す•どちらいてし译スロツトに，PC力•ドのコンビ:2- 

夕匍二S«Tるコネクタいてし砀ほう«Sにして•ゆっくりと*し込みます•正しく 8漏さ 

nると•乃ードイジェクトボタン呼び出します。 

•TYPEaのカードの場合、スロット2(下>に差し込みます。 

• PCカードは充全に装着された状明でら、1センチメー MU3ど本体から外に飛CJ出 

しています:燕涅に押し込まないようにしてください。 

A注爾異なる規格のカーKを袋屬すると、期团的にシステムに損傷を与える》それが®D 

5 T:必yソーテックの推契するPCMCIA3Wのカード蓍ご使用くだ；Sい,また、お 
■い求めの類は本®sに対®しているかどうかをこ»a ください。 

ビープ*が颺らないときは 

パワーマネージメント©PCスピーカの捉VOFFになつて 

-*81^-V) 

F>C け—Kr«涵5 
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3正しく力ード噚ドライバが©み込3tれていれば•力ードを慧し込んだときにビープ8び15«っ 

てシステムび方ードを助雇します• 

カードを取り外す 

7取り外したカードび«雇芒nている供©•カードイジ:[:クトボタンを坤します。 

2力ーベが少し飛び出し求すので、ゆつくりと引きsきまT, 

システムの中に、カードが取り外されたと•ビープaび之团導〇袤す。 

PCカードを取り外TKに.HDO/FODアクセスランプが涓えていることを《fiし 
て <ださしU 

P システムを_する 
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Jモデムカードを使う 

モデムカードをft通してSS回«をつなぐと，MS WorksやWlndows®95の通<3ツー 
ルを®つてデータの送受Sを行なうことができますsまた、FAXW®を搭«しているモテ 
ムカードとFAXアフUケーシヨンがあれば、FAXの送受信&可(6になりますe 

モテムカードは■犬まで装:■することができ、&■されたJ»播でそのモデムカードの 
段定•が決まります。 

COMポート镛嬋 IRQ メモII 

擊用©モテムカ—ド 2 3 2F8H 

2校®！©芒テムカード 3 10 3E0H 

モデムを使ったアプリケーシ3ンの通1Bポート、割り込みチャネ⑽を肢する場合 
は、上記の_に®わせて行ってください• 

MS Worksの通信ツールを使うときの注*! 

MS Works0»5ツールとモデムカードを使ってasを行う塌6には、次の点に注意し 

てください。 

•モデムカードは、MS Worksをgfcする的にS*してくださ“ 

MS WorksがS動してからtデムカードをft着してち、泛雄されません• 

• MS Worksの通®ツールのデフオルトボートはモデムカードの〗校目，つ*りCOM2 

に設定されてい承す。C0M2W外のをデフオルトで使用したしM*合は•【ツール】， 
【W填沒定】の通倍の設定を,現在のCOM2から希aするボートに切りSえてください。 

5^3 I/Oアドレス 

CPUがデータをやD3：0するためにft目Tるチヤスルで，い 

くつ;^り当てられてい家す:を#っ 

場^. №3：■が■ならないよ3にするす 
が.^ではプ，クアンドプレイ》资こよ0白II 
的に*■な■に投定•:rn;T, 

RSDWtTCRJI: 
で.いくつ⑽相 

Jに対して»D込みするためのチャネル 
f坩ぴ僕り当てられてい次す*礙 

を«つて場名は.ttSBOTIならないようにす秘■ぴ必 

〇家す〇4.Wnocws«95で^プラクアンドフレイ璧能によ 

〇 こMな鑰にB定？r•寒t. 

vofss 
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おHになるLAN力ードによっては、独自にメモU段定、ig*方式が決められています。こ 
の場色IカートISflL甲ドライバをインストールして19定を行う作#び必要になDますP 

LAN乃ードにWKされてUSマニュアルをお统みの上、これらのインストールとS97Pを 
行なって<ださい• 

P90T P120TモテJレを; 

目はすべて「Always onjl 

をお®しめ埸合」 

、」に投定しておく 

システムコンフィグレーションのiPowerJの項 
〔ことをおftめします。 

310 

【縱】の【モデムの粧】を斯する塌合に.MS Worksのへルフ•いつしよにやつてみ 
よう•を两くと，PCMCIAのエ3—メッセージがEしくS示されないことがあDまt 

このような場合に(5.355かじ吖いつしよにやつてみよう•を閉じてからモデムの設 
定を実行してくださし、 

MS WorxsはCOM1からCOM4の各®®ポートにスキャンを行い，す。この場合、 
PCMCIA遇倍ボートに割り当てられてし洛COM2からCOrMでPCMCIASSボート 
が?？在しないBfのエラーメッ"G—ジが柯回か発生します。 

J LANカードを使う 

LANカードをS趣し、ネットワーク!*境で使うことを可®にするソフト9エアをインス 
トールすると、本しAN(こつなぐことがで5承す. 

LANカードは、最大2枚求で装糖することができ*す。装層された!?SでそのしANカード 

の設定*が決苯Dます3 

システムをa»?る 
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メモリを増設する 
本SSには、8MB(100TモテルP90Tモデル)、または16M8(P120Tモデル)のシス 
テムメモリがマザーポード上に装珊されていますが、E張RAMモジュールを塌股するこ 
とによ0®大40MB*でのメモリび使文るようになります3 

主意tt«PAMモジルは、本モデ】WI用のものしか侵用することができません.•嫌の 
モチ^ UDSSBRAMそジュールを使用Tると正しく IW?しませんのでご注意くださ 
いH»tt»WinBook用の抵»RAMモジュールも®用でき家せん. 

拡張RAMモジュールの装着 

本®品には、8MBもしくは1タイブの5S6HAMモジュールを2辟で装着できます• 

/1\注簠il鷲のWには，必y本»Sの®*をOFFにしてACアダプタとバッテリを取り外し 
てください•また、サスペンド•レジュームが有効になつている状明で装着すること 
はできません。この場合、パワ•マネージメントで戴#スイッチのを0W/0FF 

に©定してくださU•一 88ページ） 

7苏体上面のC18RAMエリアのカパーを两けます。 

CZ モジユールをゆフ<Dとft着します:司きをM通えなしは5にしてください• 

yrHuf^lgis-r か 
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3 S强RAPdリアのカバーをITめ京すt 

4 _潭をONにすると.RAM容■が#麓前こ，なるた©にエラーメッt?ージびS示され爹す。 

5 i:w:>fd+X|を同時に押して•システムコンフィグレーシ3ンメニューを表示させます. 

6システムび«ltrれた佐播RAMモジユーjUD®屋を込み汩峽になわれます• 

/システムコンフィクレーシ3ンメニューを«了させ承す， 

100T 
—を挎してから、キーを拌しま？， 

P9QT/P120T 

lExft|-|5av« and Reboot)を選びます* 

システムコンフイグレーシ3ンメニューの52¢しい操作方法についてはJ第50システム 

の設定を変える73ぺ_ジ)をおSみください。 



3ノ 
八ードディスクドライブを交換する 
本典品には、ソフトウェアインストール済みの内运八_ドディスクドライブが8雇され 
てし)ますが、この八ードディスクドライブを取0外してソーテツクIftlEの别^トドディ 
スタに交甬することができます。 
使用したいアブUケーシヨンやデータが®えて現在の容■では足りなくなつた?Xアブ 
リケ•シヨン別に八ードディスクを雨®して、そのアプリケーションをSうときだけ取 
りSえるといつた使いかたができます。 

A注桌八一KディスクKライプを3¢とした0S屬に担ろなどして衡擊を与えないで < ださ 
UVまた,ffltWBしいところや进»そするもの(テレビやスピーカ)の近くに鼸 
かないでください* 

I八ードディスクを取り外すには 

△注意 交換の19には.必，本*Sの**10FFにしてACアダプタとパッテリ*取り外し 

てください:また、サスペンド•レジュームが有効になっている状蜃で取り外すこと 

はできません，この壩合Iパワーマネージメントで**スイッチの微轮笮 
に校定してください。け88^-y) 

«0N/0FF 

I本体eaのhddカートリッジ取り出しポタンをしっか〇押し込み汰す， 

ちう一方の手て•八ードティスク下®の阮面を持ちなから•ゆっくり？哦出します•このときドラ 

イブを1と？ないよラにS*して< ださし、 

A—KHlA^viKVJI入 u^w滋呌S 
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j八ードディスクを取り付けるには 

△注意 交ftのKには•必，本製をOFFにしてACアダプタとパツテリを取り外し 
てください,* •サスペンド•レジ:Iームが有効になフている状®で取0付けるこ 
とはでき素なん〇この喝ft J Cワ•マネージメントで電»スイツチのをOW/OFF 

Ctt5!してくださいバ呤的べージ） 

¢0¢をwa又ないように、ゆフくりと押し込み家す•八ードディスクは,0に示すような方¢3に 
しか«でき*せん^歎こ入らないとsは¢5が«*つていsす•蕉牙に押し込*ず(こちう 
一度IEししV«?2(こ入n曲して< ださい■ 

^正しく钱鷥されたら.HDDカートリツジ®り出しポタン引つ込み茨す， 

3電源を0Jにすると.醑境げ任糖91と典なるため(こエラーメッセージび赛示されます， 

4 ®f@+®を问»に押して.システムコンフィグレーションメニューを费示させます• 

〇システムがgezrnitA— ドディスクの環竭を込み*目_にす. 

出WUに装着されているドライブの内B 

哀®aに揉轚ごnrいるバードティスクドライブは，フォー 

マツト(_匕ぴつてい求霣•パ—ドティスク 
ドライブに《 .サブティレクトリ0H卞®2TU苎纒のアプリ 

ケーシヨンやプロプ，ムがすでJCインストール2れてい#す• 

システムを—する 
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6システムコンフィグレーションメニューを輅了し求す• 

100T 

—を押してからキーを押します， 

P90T/P120T 

【Exit】【Save and ReDoat】を*びます， 

システムコンフィグレーシ3ンメニューしい操作方法については、「第5輩システム 

の設定を変える73ページ〉をあ龙みください， 

|totj «fしいハードディスクを使うときは 

未フォーマッNWSfしいハードディスクドライプ找うには. 

ドライブをフォーマットする必赛がUDSTす，フォーマットす 

るには.Iマイコンビ:I一夕】アイ3ン鼉タプルクリックし. 

フ：Tーマツトす5ドライフをクリックしてから^ニユーパー 

1フアイIしHフォーマットIをSdす•フォーマツトについ 

ての§5 U.へIしフ弩a5«^ くださ 

A—hHlAXQ KVIIAV4命^葙呌か 
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外部キーポードやマウスを接続する 
本®品には*外部キーボード•テンキーパッドやマウスをSRするためのコネクタび装俩 
されてい5す，この]ネクタには、PS/2Sのキーボードとマウスを*Rすることができ 
ます。 

WWWには，必ず本»SW)ltSをOFRCしてくださし、また、サスベンド•レジューム 
がなつてでることはできません•この!•合、ノ W—マネージメン 
卜で■■[スイッチの繼ftをCM/OFRCtt*してください•(_ 88ページ） 

本体背至の石側にEる外部キー；？?ー ドコネクタに•外部キーボード•テンキーパッドの 
ケープル,もしくは•マイクロソフトPS/2マウスを接Rします 
»挤されたキーボード•テンキーパッドとマウスは、コンビュータのft®をONにしたと 
きにSB的にg费されますs 

j使用時の注意 

PS/2マウスを應按外部キーボードコネクタに接Rした場^•内部スティックポインタは目 
こ使えなくなります。また外部キーボードマウスアダプタを使用してPS/2マウスを 

播I*した場合はI内部スティツクボインタとPS/2マウスをH時に使うことができます。 
求た，PS/2マウスでも_部のメーカーのft®では、サスペンド•レジューム、およびス 
ティックボインタとの同時便闳に対応している6のがあります•対応していない#i«を 
使つているときにサスペンド•レジューム状»に入ると，マウスカーソル(ポインタ》が勦 
かな<なつたり入力燙作ができなくなります* 

i咖I外»キーボードとマウス«i明に使う 

射売つのキー/?:ー ドマウス*Rアダプタ％采嵊するe.PS/ 

2マウスとps/2外墨^-ポード芝断:？*«rceま]^狂b. 

媛アタフタ*お队合S.キーボードとマウス 
の觀所が安にな0 *す，キー;!tー ドのこはマウス,マウ 
スのftwrcはキーボード％乘«してくださu* 

iwote]外aテンキーパ•クド在*う 

外®テンキーパックニカボー 
卜tzンクへお«い合わ《 ください•《た•ご«用のと行は 

f 一を拜してタンキーモードにしてく egしU 

このと也辜ーボーKfe?ンキーモート•に莎るため1»JW： 

♦一人力はでesせん• 



外部モニタを接続する 

錄Sには、外部モニタを賦するためのコネクタわ•棚されています:このコネクタに 
VGA対応のディスプレイやマルチスキャンディスプレイを格«すると024x76! 

ドットの解像度で表示できるようになり.Wlndows®95をよ0孤迫面で快Wこ使うC 

とがでぎます• 

»«のflには、必す本»SのSi*をOFFにしてくださいt3Jた、サスペンド•レジ：！• 

ムが有効になっているtflTMB■することはでき挈せん•この場合、パクーマネ^ 

メントで電iBスイッチの«E蓍ON/OFFに役定してくだ芒い*H 88ページ》 

コンピュータの»aにSる外部CHTコネクタに，外部モニタのケーブルを»«しますc 
システムコンフィグレーシ3ンメニューのVGAのLCD/CRT投定ぴCRTまたはBOTH 

の場•コンピュータの835を入れることにより、目動的に接^1れたティスブレイに 
表示することができます。LCD設定になってUS場合はシステムコンフィグレ—ション 
メニューにてLCDまたはBOTHの投定にしてください。 

システムコンフィグレーションメニューしい#作^法については、「R5霣システム 

の投定を変えるJH 73^—ジ)をおR*ください* 

/K}iM外■モニタをS嫌した場合、Wlr>dows❻95のコント□-ルパネル[編#]の中で 
rディスプレイのW3U受沒定Tる必鑒が®〇ま法は次ページをおRみく 

ださ认 

SNotnJ一轉的に»示テイスブレイを切り鱸える 

rTnj4M]^l m押7ごとに、LCCXD^-CRT1?^-LCD 

CRTTSKの攀に切〇 ■わす• 
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)ディスブレイの種類を設定するには 

7 [スタート】ボタンをクリックし，メニ:2—の【蛇】.【コントロールバネルIを選びます• 

^コントルパネ1/：印[080アイコンをダブルクUックU【ディスプレィをflび系す， 

3 [テイスプレイのをクリックします• 

分rティスフレイのns*」の®5]をクリックし•【すべてのデバイスを*選び家す。 

5 r*ufcしでテイスフレイのメーカーをaaます*rモデルjでディスプレイの》■を*びます•本 
体LC□でnO24x708Jに!^•る塌合は「Super VGA1024乂768』を邏び孓す. 

〇【oqをクリックしてから、[Mじる]をクリックし3：す 

/ rカラーパレットjで色》を、fデスクトッブwatji 

8 Wintkws®95 
い】をクリツ 

95を丹fi«iす 
クし5す* 

る必ffが 

フトッブ3WJでを8¢¢し 

350まT•[シスチムi»Eの笑更] 

し.【CH0をクリックし茨すc 

ダイア□グボックスでIU 



システムの設定を変える 
システムコンフイグレーシ3ンを®つてシステムの設 

定を変える方法や,パワーマネージメント嫌胳©S9S 

を変える方法につし、て织明しています。 

1 システムコンフイグレーシヨンのie定..…...... 74 

2. パワーマネージメントの設定_83 

3. 麵の解像度®IKE_91 



レ システムコンフィグレーションの設定 
本製Sでは、コンピュータのU作tt®や*!*らかじめコンピュータの中にKta 
されておをONにしたときにKみ込まれるようになつています。ここではてれら 
の泣Sを変える方法について狡男します.3 

Jシステムコンフィグレーションについて 

システムコンフイグレーシ3ンとは、コンピュータの«)作伏限户璜墣設定をS3$したりI 
現在のK求を昧踩するためのプ〇グラムです„ 

ここではI次のような8¢定か行なえます• 

カレンダの日付とBWを投定するフ8ページ） 
e_万法とe動ドライブを投定する78ページ） 
ティスプレイモードを校定する78ベージ） 
パスワードを投定する(•> 79ページ） 

キャッシュメモリを使うかどうか投るH 79ページ) 
フ□ツビ•ディスクドライブを使うかどうか選択す4<100T>のみ79ページ） 
バードディスクドライブの環塥を«定する(そ79^-^) 

COMポートを遘択する(■> 8◦ページ） 
プリンタボートと動作モードを遇択する(4 BOページ） 
キーボードの動作を投定する(今80ページ） 

起こキーポード®ナン/ (一 □ックを有効にする<P90T/P120Tのみ>(•> 8Cy<—シ 
スティックポインタS使うかどうか》択する㈠81ページ） 
サウンド《範を使〇かどうかWRする81ページ） 
スピーカから番を園らすかどう択する81ページ) 

システムコンフイグレーシヨン画Eの色を変更する<P90T/P120Tのみ〉H B1ページ) 

メニューをH5B化するくP90T/P120Tのみ >(— 81ベージ） 
B定受デフオルト状!*に戻す(•> 81ページ） 

デフオルト信をリストアするくP90T/P120Tのみ〉H 81ページ） 
システムコンフイグレーシヨンのバージ3ン情«を表示する〈P90T/P120Tのみ〉 

システムコンフィグレーシヨン蓍终了させると•校定した内容を有5¢にするために 
自勳的にシスチムが再されます，このとき、メモリ上に存在してLぬすべてのプ 

□クラムやデータは瀰失しまTので.システムコンフィグレーシ3ンで置え 
るacは，必す現在のデータをセーブして©いてください。 
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Jメニューと操作方法について 

システムコンフィグレーシ3ンのメニューとft作方法は、お使し1のモテルによりBな0 

ます• 

メニューを表示させるには… 

システムコンフィグレーションは、メモリに罘駐してるプログラムです* 

cのブ□グラムをe動させるには、コンピュータの_茨をonにしたすぐ後のメモリ 
チェックのところでと:^]と®キーを同wに押します• 

Windows®95ぴgfcしている№8^らは、システムコンフィグレーションの設定(3行な 
え*せん:必ずWindows®95tf起動する酌(ここの#作を行なってください。 

操作方法は… 

SEの一番上にはメインメニューび©り.下には現在の設定状想の一Kが表示されてい 
求す。股定IH目はメインメニューを«んで[iキーを押すとブルダウン式に表示されるtr 

ブメニューから選択します,,反¢36示されている部分が現在iBJ?されている頃目です， 

WinBookProl00T -- 76ページ 
WinBookProP90T/Pl20T-- 77ページ 
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メインメニュ••をするには . 

サブメニューを*沢するには 
メニュー項巨や投石をするには.........— 

&定を変st?ずに元に霣ると2は-.一 

有劲にするm目をるには——. 

宵効にした»目の»紐を粉^Tるには……一 
サブメニュー内で有効W効を拔5：するには 

嘯Mを使Bbctvasにするには. 

疼了するには...•• ___ 

でカーソ】W反分〉び移*!します• 

©0^—でカーソ.1 メ SR部分)が移«します• 

2f)キーを押します- 

.キーを押します 
.01—で有効(只】のasが移fcします， 

-•逆を押します0 

Jでテzツクマーク(vOのR示(菁卽、弈5示r田 
功1を切08兄ることができ衆す， 
(^aysOnJI Disable) [r^Doe]を软しま？* 

メインメニユーからIEkX)交*^0、；^|キー«挎 

します* 

(校定を変更していないとき«> 

次のメッセージび茨示されます。このまfffgキーを挎すと.システムコンフィグレーション在典了 
しますeその他のキーを押すと.抉けて松定をffFできます. 

zo exit Key to continue 

<投定を変更しているときは〉 

次のメツセージわ«^され禾す。このまま@キーを神すと，》5され;^^»^^メモし〔K•さnて 
システムコンフイグレーシ3ンか转了しますC 

キーを掙すと.投定を変更t?すにシステム3ンフイグレーシ3ンを!?了します•その他のキーを 
坤すと.Rけて投足を変更です* 

〗00TT*ttのId镶fifけ行な3とぎは 

キーを押jとs更されたびメfリにE慊 

このと5•シス，ムコンフイクレーシヨン!？了さねません， 

パ9ーマネージメント笮び出すには 

シス，ムコンフィグレーシ3ンをKner它てレ必t«からパ 
つーメネージメント电呼び《すには.メインメニューの 

【PwerMgmtJ%aU5す. 

A システムのiをSえる 
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WinBook Pro P90T/P120T 

(画面の投定ASは例です。） 
乃 ax htnm 

Mim k，いl.«« 

Sffiil Ml• C09 l. m. Ill 4 

mm • wn, jti IJil 

• メインメニューをa択するには..—を柙してから、；1©^-でカーソル®転 
S分办移動します： 

•サブメニューを85?するには_33キーでカーソIレ®転部分)ぴ势«し？す. 

•IB目を移Bするには....一®キーを押します.， 
• メニュー31目や投定夺5T足するには_一を押し3：す• 

• E足をSSせずに元に运るときは.Hi孑一を神します 
•サブメニュー内で有访黑功をg芝するには...1 ；キーでチェックマーク(，> の■示(有功》/并 

»示(龍効jを切0Sえることます。 
項目内で有効•霈功ぞ投定するには-=©4：—で移10し.|こ=>一でマーク[籲]の5示 

{有効】、弄^し供を切えることびできますk 

• ■*：を使用し5い跪にするには-[ANvays On】【Disaole】【Nc]ne】5Slf^^7e 

•終了するには_メインメニューから【&dtl®gぶとサブメニューが 
表示されます,まぞ府ことで•【Save 

and Exitlを選折した状明に移ることす• 

〈設定を変更して終了させるときは> 

【Save and Exit】を通択してgfr—を坪Tと.次のメッセージが5示され家す¬ 

ち d—ff^ ネーを神すと •変更された设Sがメモリに Jg« されてシステムコンフイ クレーシヨンが 

輅了し袤す^を}®すと.«けてB龙をSJ!r5^U\ 

^OSC>to save the current 3今tup paraneters to CMOS and Exit 

ミ«変更して再させるとぎは） 

(Save and Reooot】を選択して一を挎すと、次のメッセーシび8L示されますa 

もう一K@キーを拜すと、JE更された校定がメモリにC*されてシステムコンフイグレーシヨンが 

心システムを円圮®;します•nsqキーを押すと，«けてK足を変®できます* 

Press <OK>Co save the current 
cosiputcr will be rebooted!!! 

<esを鼎効にしてe 了させるときは） 
[B*it<No Save)】を8択して®を坤し,もう一»M]を}eすと変更された»定かK憶2れず(こシス 

テムコンフイグレーシヨンを终了します0 

フフ 
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J各梅の設定を行なう 

S択するメニューはモデルによOSな〇ます， 
なお、選択iagはメインメニュー，サブメニューの明に表ggしています• 

癱カレンダの日付？校定する 
10OT IStandard]-lDaie] 

P90" P120T [Startup)-[Dete and Time】 
現在SSされている日付が*示され9：すので•項目を移Uして》?キーて•日付を入力 
します,敎字は、100Tでは月/日/年、P9DTでは日/月/年の._番で並んでい*す。 

籲カレンダの時蘭をKCEする 

100T [Standard]-[Time) 

P90T/P〗20T [StartupJ-IDate and Time】 

現在設定されている時刻?ys示さnますので、項目を移勦して、数字キーで時阇を入力 
し家す。»宇は珥ノ分/^#Sで並んでい*す。 

籲S動方法をKSする 
100T [Preferences J- iQuickBoot] 
P9DT/P120T [Startuol-lFastBootJ 
クイックプート/ファーストブートを投定すると.メモリテストを行な:わず(こG動しま 
この埸色.システムの立ち上げか速くなります• 

•SUドライブを《定する 
100丁 [ PreTerencesl-1 Rrst Boot J 
P90T/P12DT【Startup】-【Boot Dev，ce】 

するド5イブをiフロッピーディスク,八•ドディスク.PCカードのうちのいずn 
かか！3選択します： 

•ディスプレイモードを投定する 
100T lVGAj-[DisplayModel 
P90T/ P120T [StartupJ-(VideoSelectl 
BOTHを遵択するとCOTとLCDを同時にし*す** LCCH3LCDのみ,CRTはCRT 
のみを表示します。 

り叫«動ドライプについて 

デフォルトでは.ドライプA(：7aッピー，ィスクド，イプ)に 

Wr>3cw多アィスクやWMOSのシステムディ 

スクがtZv卜さnr••句場かこは•そCfc•らfi：liし承霣•せッ 
卜されてい《い罎合はド5イプCCDハードディスクから 

る批に〇：つてV •ぼ y • 



鲁パスワードを投定する 
1OOT 【Preferences卜旧〇ot Password】シスチム 
1OOT [PreferencesJ-lSCU Password】システムコンフイクレーシヨ-ノgw? 

P90T/P120T iStartup卜[Password】 
EnsCte Password for Boot-up システムlilDS 

Enable Passwccdfor SCU Cnangesシステムコンフイグレーシヨン®^ 

システム;e動時、またはシステムコンフイクレーシヨンg動時にノてスワードを入力さ 

せることができます。 
いずHの*合もJ Cスワードに使用できるのG英.教竽0みで、4文字からS文字のSさ 

で58定します3 

パスワードの入力をWSつた■合は3回まで再入力できますe3固ともW逍えた場合 
は、システムが用_されます。 

100T 「岛比 

P90T/P120T 

PASSWCPD 

Enter Password:， 

主簠iaワードはメモを取るなどして忘れようにしてく «さい，忘れた場合は、ソー 
テックチクニカルサポートセンターsでご®§ くださ“ 

>キャッシュメモリを使うかどうか投定する 
1OOT [Memory]-[Cache Enable] 

P90T/P120T [Memory]-[Ll Cache Enable]1次キャッシュ 
P90T/P120T [MGmory]-[L2 Cache Enable] 2次キャッシュ 

特Iこ必受がなし賴りキャッシュは有郊にしてください•キャッシュを無効にするとシ 
ステムの®理スビードかS<なります。 

フ□ッビーディスクドライブを使うかどうか遇折する（100Tのみ） 
1OOT 【Standard】-【Diskette Drivel 

フ□ッビーディスクドライブを使用しなし礴合は【None】を選折してくだ？い。 

►八_ドティスクドライブの價境を投定する 
1OOT [Standardl-lJHard Disk】 
P90T/P120T [Disksl-lHard Disk] 

八ードディスクドライブのディスクタイプなどを投5することができます• 

八ードディスクドライブを交換した場合は.この項目をS折して段定を住み込ませる 
必要び®り*す，また、m，sk TyoeJは«に「AutoJ<100T>rAutcMDJ(P90T/ 

P120T)(こ設定して©かなくてはなりません 

,V>JHIレ u vVJA.vivl,vUJ>aiss 

/?\>主意 rAutojrAutcHDJ以外のKSにすると正鬵にしな〈なります。，た、シIJンタ 
やへッドなどの*目は不用意にS更しないでください* 
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►COMボートを選択する 

1007 (Stendardl-ICOM Port Al 
P90T P120T [Components]-[COM Ports] 
««!3COMl f3F8h)に縱してお¢5す， 
必EなときはCOM1からCOM4の間で 

®用するアプリケ《 

歡に投定でます• 

•シ3ンによ0、变@が 

100T [PcrwefMgmtI-jContoroIsJ-lHfgh Sp&ed Com Port】 
シリアルポートにて9600BPS以上のffigなモデムなどを性均する場合、この設定を 
有？6にして < ださい0 

>プリンタポートと勳作モード(P90T/P120T)«班択する 
lStandart]-[LPT Port Address) 

P90T/P12DT【Components】.【LPT Port】 ボー N； 
P90T/P120T IComponentsl-[LPT Type】 «Wt=E- 

3窣はLPTl<378h)にSSEしておきます及兩するアブリケーシヨンによ〇、変更が 

必Eなときは任寒に*9定できますU(P90T/P120TはLPT〗〜2、100TはLPT1〜 
3>P90Tの場合は*助作モードは脚「Bidirection8l(PS-2>Jにしておきます， 

'の88$ 

i-ドの設定 

丨キーボードの動作を投定する 

100T I PreferencesJ - [ Typematic Rate) 

100T [ Preferences] - [Typematic Delay】 

P90T/P120T [ComponentsI-lKeytoard Repeat) 

キーボードのオートリビートの間«やオートリビートる*でのを8KE 

できますは30文；/^(30CPS)から2文字/秒(2CPS!の*]固で投定できます。 
S延時囲は.250ミリ秒•、秒 <250ms)から1000ミリ秒.〗秒< 1000ms>までの範 
囲で設Sできます^ 

鲁にキーボードのナンバーロックを有効にする(P90T/P120Tのみ） 
P901V P120T (Components] - [Keyboard Numlockl 
システム;g助時にキーボードのナンバーロックft暁を有;Sにし*すtB初からテン 
キーパツドを使うと5は有动•にしておきます。 

'Wfxd|ォ-トリビート 

ほとんどのキーは,霈し«，ることて*しrそのを!w 
した0 •文7を入力するC：とかでC5T.このよ5にToも« 
けて拜したとeと《じ《懇!こなること，はートリピートiと 
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•スティックボインタを使うかどうか*折する 
10OT 【Standard】-【Stk太Point】 
P90T/P120T IComponentsl-lStickPoimerJ 

外Sシリアルマウスを使用するために、内部スティックポインタの使用を簾効にする 
ことがでぎます》 

•サウンド機®を使うかどうか邇択する 
1OOT iStandardJ-lSoundJ 

P90T/P120T iComDonentsJ-lSourvd Chip) 

PCカードス□ットにiWのサウンドカードまたはW社KMMU.2000を播蛾するとき 

は•この設定を無効にします， 

スビーカか5fiを晒らすかどう】 -る 
10OT IPowerMgmtl-IControIsl-tPC Speaker EnabloJ 

P90T/P120T IComoonentsl-lSpeakerJ 

チェックマークび付しヽているとスピーカから音が出ます。 

なお、こので制BでSるの《PCスピーカ(ビープ筠)とPCカードからのSのみです• 

システムコンフイグレーシ3ン画面の色を変更する沪90丁/1^120了のみ} fSRg する(PS 

i SCUMCoh P90T/P120T【Startup卜【Configure SCU]-IColorScneme] 

色の投定は Default Colors/Altemate Colors/MorKx^ircjrne/lnversG Monoの 
4«tfiから遘択します。 

^ メニューを®B化する(P90T/P120Tのみ） 

P90T/P120T [StQrtupJ-lConfieure SCUl-lEasy Menus] 

メニューを®易化させて表示します3 

、状取にRす 
[Defaults] 

♦ K7Eをデフオルトi 

100T 

P90T/P120T [ExitJ-lDefaults Settings) 

各15目のS定ffiをデフオルトに民し求す3 

各項目のデフオルト®は次ページのとおりです， 

♦デフオルトffiをリストアする(P90T/P120Tのみ） 
P90T/P120T [Exitl-[Restore Settings】 

システムコンフイグレーシヨンのテフオルトSをリストアします。 

參システムコンフィグレーションのパージョン情和を表示する{P90T/P120Tのみ) 

P90T/P120T【ExitHVersion Info】 
システムコンフィグレーション(BIOS)の;Cージ3ンおよび作成日付かS示され*す- 

WWHIA u vVJAvibli/ 3 vQis^ 
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TOOT 
>-3- サプメニュー デフオルトWW M 

5T9fOanJ 0919 

COMPORT A 
Stlc3iPc4ntor 

LFT Port Addro&E 

Diok-ttcOrt^J 

HartDB*:l 
SQMTC 

f'Ja attozt 

t'JO Blfozt 
ccwuaFa^i 

EnafckJ 

LRT\ {379)1 

144MB 

Airto 
FHBDte 

，フJrルト 
デフ:rJレトaascstiAy 
シリアルK一〜:JCOWIttS 

スティyクボインタてセる狄囅 
ブIJンタ农一MJLPTlMffi 
FOO«1 44MB 

ttWCE 
円サ9ンド 

^afororicofi QjckBaat Not Ouldc Boot メモリナスト曹寶行し*す 
NumLock 地 l NumLcck WUM□フクオフ 
00otSpeed 
了》t«riaTfcB的e 
T>t3flnatmDalay 

BccaPiwwc 

iacP5 
600mS 

OMtdOC 

罾しVXビード 
0.5® 

9し 
なし フロブピーひ；B初にブート SCLFsfiSWd 

RrsTSCOT 

Osaaac 

Drh^A 

VGA De^ayVtade LCD LCOl：ir>&|».7 

Mft-rvol, Cacf«Enat*o EnntJta CPLMM^〆シ2オン 

P90T/P120T 

メニ a ー サブメ デフオルト 

Swrfjo Date 的 a T.rr^ 
FasiSoot 

Bool OffrtCB 

vioeo Select 

Pssswcrfl 

Conr^ureSCU 

Noeineci 

NO! Fast Boot 

Da^ctle A 

LCD 
PtsBBWora DiedWeo 

D^sott CdCffi 

Cornr*5te Merxw 

デフォルトaBCITttん 
メ テストをIT行しま， 
フ〇ヮビ•ひプート 
LCOに财醍ホ 
«し 

Mernory LI CachoErclDls 

L2C^«fEneto>- 

Enable 

Enaoie 

シ2オン 久ST存TV'シ3オン 

□iBks HsrOQek Aa^c^D 

Compcrerto ODMPofTB 

LPTFc^rs 

LPT Type 

Ko>toard f^mock 

«Ce>toard Rnpcat 

SfickPantor 

Sound 

Somutar 

CCWU3F0h| 

LPT1l37fim 

8ifllrecttandiPS-2> 

Wat Uun Loci 

Tjwnatc Rate 

Typemntc 00111>* 

Ena»o 

Enat4o 

Ennt4e £>» 

シ，jアルポートucomi»t ブ■」ンタボートはLPnR^ 

NしM□•ノクオフ 
UKPS 10X?/» 

500mS05^ スティワク;？*<ンタは*用てSる故零 内JQサウ:*T 

PCスピー:M；Wン 

P^NQf SrattoPow Saving Enodte 行な5 

Law Pnw Sfivng 

Hlgt*. Prw Savlnfi 

CjstarmzB 

Enat4fl 

Wコ e«-ct 

□»5iD«5d 

デフTルトは¢9¢せん 

サスペンドスイッチとして養K 
Gaspare Tneojtnew 

A^rm R$«ur«Osa»6d 

Co^r SnitCfi SusOftOO 

iB9«CPレジューム爾C 

ブスベンドそ行9ラ 
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り パワーマネージメントの設定 本》sには,助の消費を抑えるためのパワーセービング親能や•アプリケーションの実 
行中に電汲をOFFにすると現在の状*をメモリ(こ保存7るサスペンド•レジユーム费酡 

が?S載ごれていまT。ここでは，これらのS5Eを行なう方法について8¢明しますv 

jパワーマネージメントについて 

パワーマネージメントとは，パワーセービングIM6やサスペンド•レジューム朦能を設定 
したり、現在の設SをATSするためのブ□クラムです。 

ここでは•次のような投定が行なえます• 

•パワーセービンク播能を投定する(4 —ジ） 

•サスペンド•レジュームSffiを肢定する(ネBBページ） 
•カバーを閉じたときの動作を®定する(•> 89ページ） 
•ビデオモニタリングをH定する("》89^—ジ） 
•投定をデフオルト状18にSすく100Tのみ>(4 89ページ） 

A>^Jglパワーマネージメントを»了させると、した内容を有効にするために目«的に 
システムがします。このと5,メモリ上に存在していた:すべてのプログラムや 

データは消失しますので、/のーマネージメントでKS在Sえる抑には、必ず8!¢の 
データをセーブしておいてください3 

jメニューと操作方法について 

パワーマネージメントのメニ]-と撖^方法は、お®し、のモテルによりRなります。 

メニューを表示させるには… 

ノてワーマネージメントは、メモijにseしているプ□グラムです* 

このプロクラムをg助させるには©とgキーを罔知こ押します。 

船方法t 

匣面の一 a面の一«上にはメインメニューか®ck下には現在の投定状is®—覧が表示されてい 
ますP段定s目はメインメニューを選んで三)キーを押すとブルダウン式に#示されるブ 
ブメニューから選択します•反c表示されている部分か現在通択されている項目です• 

WinBookProlOOT -- 84ページ 

WinBoo<cProP90T/Pl20T-^ 85ページ 

/v9lXJ^yyv 了aisw 
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メインメニューを通衣するには_ 

サブメニューを3KRするには..一 

メニュー:B目や投芝をには.一 
S定笮JEStriTに元にRると5は一........一 
WWこする項目を還3R7るには. 

W3DにしたSISの故曲を投3Tるには•••..••- 

サプメニ:!一内で有®•第5X5投STfるには 

雯职を®甲しない投芝にするには 
^ j y 4>iしは•.一一一... 

…011でカーソル <反随分)が移fcします， 

...03でカーソルく反転®分)び移動します， 
-を押します。 

—を押し？す 
..y▼味一で有功•:x】の！a巨び移bします. 

一®を神しま 
@でテエックマーク(ハの我示(有効> • ?e表示IW 

効1を切0Bえることができます• 

lAJways On】|Disat^e|【rsk)ne】^SfiGSL 

.•メインメニユーから【bt】をJSiJlか、gキーを押 
します• 

<投定を変更していないときは> 

次のメッで〜ジか我示ITれます•このま茨[1¢]キーを押すと.； 

その«のキ_を押すと.ftけて!»定莰笑更できます• 

tージメントを輅了します- 

to exit other key to continue 

(投定を資更しているときは> 

次のメッiz—ジぴ标されます，このままIスキーを捽すと，変cされた没$がメモリに!etserれて 
/1ワーマネージメントび路了します《 
gキーを翔すと•投芝を3HPせず《こパワーマネージメントを終了し家す■その也のキーを押すと• 

«けてK定を里で芒ます* 

^Note| 100TでK定のK讎だけ行なうときは 

@ホー爸押すと.SU5:riた皮^ メモリご门家7, 
このとのーマスージメントU» 了され》〇ん《 

you wish zo 
to mxx^ - I 

，other 5cey 

&av« your chanoos ? 
JOTTCR ta and ax 

00T(酉面の沒定他は例です.>) 

システムの股定をsf 
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WinBook Pro P90T/P120T 

(画面の投定(Bは例ですc) 

• メインメニューを*«するには_—を挎してかでカーソル№6 

部分丨ぴ移»し茨すC 

•サブメニ:!一を遘沢するには _QDキーでカーソル < 反転部分仂咚fcします》 
■»目を哆®するには.... キーを押します， 
• メニューasやis定をaesするには-@キーを押します， 

•设定をS更せすに元に屏るときは.,、.@キーを押します 
•サブメニュー内で有效氣功をるには-.CZ]キーでチ:！ックマーク表乐1有加/» 

我5U_a)を切osえることができます• 

•m目内で有効•蘸漭を投$するには-，了^一で移動し一でマーク【籲) 

〈有«)，斧#/〒、ぞ切OHえることびできます• 

•術8夺@用しない蛇にするには  .【Arrays On】【Disable】【None^iW^3^* 

• I? 了するには__メインメニューから【Exit】を選ぶとサブメニュ• 

がa示されます，また•〔€キーを押すことで、 
[SavB ard Exit】をS#?したWSに移ることがで 

さます。 

<投定を変更して»了させるときは> 

(Sav^and Exit】を*択して®^—を挥すと、次のメッセ-ジが表示され茨す 

もう一度:^ネー？神すと、JB5された投足がメモリにSt•されて/のーマネージメントが終了し家 

す,:^キーを挎すとけて投定を麥更でき李す• 

PrMS <OK>to save the current setup paraneters to Q10S RAM and Exit 

the SCU 

《投定を無効にして终了させるときは〉 
【ExltfNoSav©jJ€»ffしrgを梓し，もう一®^を押すとSSされたがEfiされず<こパワー 

マネージメントを輅了します6 

Kolwyyv 了8越?fo 
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J各種の粒定を行なう 

適択するメニ:！一はモデノレによ0 HS 0ます. 

なお、®fl項目はメインメニュー、サブメニューの*でS記しています， 

パワーセービング梅能の段定 

_パワーセービング*能を使うかどうか逦択する 
【Controls】 .【Power Savings! 

AUvaysを老択するとパッテリパック• ACアダプタどちをSSしていてもノ C 

ワーセーブUli：が有効になります.Batteryを进??すると•パッテリパックを使用して 
いるときのみ;Cワーセーブ機能が^31になります。 

P90T/P120T {Power]-(Ensoie Pc^er Saving] 

/ (ワーセーブ概^有53/無効をK定し本す： 

P90T/P120T【PowerHBatteryOnly】 

バッテリバックを使用してし1るときのみパワーセーブ概Kが有％になります• 

•クロックスピードを落とT 

100T [System]-[CPU idle】 
P90T/P120T [Poyver]-[Cu3tomize]-(CPU Timeoutl 0讲-で信を変更 
システムが一S»W«Wしてし你いとV嫌した楣合•目_にCPU®ク□ックスビー 
ドを運くするた&の機能です。W明は4秒からでSKtします6キーボードを 
押した0スティックポインタを操作するとクロック《元の速度に復》し*す， 

參ディスプレイ表示*浦す 
100T (DeviceJ-lVideoJ 

P90T/P120T |Powar]-[Customize]-[V»deo Timeoutl 

一定»闔キーボードか入力がなかった場色目論にディスプレイ(LCDCFT0の 
表示を消し*す。このと己表示は涌えていますがシステムの8^はK娇しています。 
時問は1分から16分のMで段定します• 

jjNotnJク□ックスビードが落ちると困るときは 

メモリの中だけでftlM?行芬ラようなブ□プラムを赛行して 
し'^灞きにク□シクスビードを！と9 K^%行なつていると. 

難霉が正しく r?穿いことがあd.cpuのスピー 

ドてしまし成y•このよ5なときは、IRI»:AjW3ys 〇〇 

家nraDisaote)に校定してくだ2しV 

システムのを承)i 



•八ードディスクの電»をOFFCTる 
100T (Devicel-[Hard Disk】 
P90T/P120T (Power]-[CustomizeJ* [Disk Timeout] 

一定時間キーボードからの入力がないか、八ードディスクflW?してし1なし塌合，目動 
的に八ードデイスクの電SをOFFにする？Ml;です•このとき八ードデイスクの電源は 
切れますび•システムの勦作は鏺玫しています。時R5は1分か516分のMでし* 

す。 

•グローパルスタン/Cイにする 
100T 【System 卜【Global Standby】 
P90T./P120T [Powef]-lCustomi2Gj-[Glot)al Timeout] 

システムが一定時K®動してし你いと判断した壩合、目勤的にシステムの各部品の* 

源をOFFにします。システムのfcffは停止Uディスプレイ表示も调えます^同は1 

分か516分の問でS3定します。キーボードを押した0スティックボインタを#作する 
とグ□ー ルレスタンパイは醜ごれ*す。 

•パワーセービングモードをKSする(P90T/P120Tのみ） 
P90T/P120T【Power】-[Low Power Sawngl 

【Power】-【Medium Power Saving] 

[Power]-[High Power Saving】 

「クロックスビードjrティスブレイ表示Jrハードテイスクの電»」の3つを*とめて投 

定することがで5ま 

それぞれのモードの時間段定は次のとおDです 

モード クロック ティスプレイ ディスク グD—JCJレ 

LOW POW saving 16» 16分 16分 16分 

Medum Pcwer Swng 的 4分 4分 4分 

Powt Saving 4移 】分 1分 1分 

|Note|ク□ックスビートが*ちると困るときは 1^] P90T/P120TTネットワークt*つている*fi 

メモリの中だけで計興を行なうよ5なプC3クラムを與行して 

いる*こグロー，【ルスタン;(ィそなつてし'«と• I? 

しくでき助v:とり-グ〇-ゾ。しスタン 
)Cィ状！！になつてしyうことり來す•このよづなと?5は、 
•抑fA⑷3作0「家た15〇咖1：抝:こKSしてくださし、 

iPowe 刍は了べてrA Iways onjに投足 

しておくことをします， 
5た.サスペンド•レジ:!ーム機夔は甓电しなしvでくださし、 
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サスベンド•レジューム櫬能の投定 

參サスベンド•レジューム橱能を使うかどうか通択する 
1OOT [Contro<s)-(Power Switch] 

P90T/P120T [Power]-[Suspend Swrtc^iJ 

尾源スイツチを押したとき©勤作をK®します•零*をDN/OFFするか•サスペンド• 

レジュームさせるかのど？5かを選択し*す， 
100丁の場合,«S0N/0FFtf T On/offJ.レジュームが「Susoend/ResumeJ です. 

P90Tの壜合、«3S0N/0FFがrチェックマーク涌し丄レジュームがrチ！:ックマーク 
有0」です。 

•サスベンド•レジユームさせるまでの時«を位定する 
100T [Controls]-[Alarm Resume】 
P90T/P120T [Power]• (Suspend Controls]-[Se! Alarm Resume! 

あらかじめ設定した時5!にシステムをレジユームさせることが可嵘です•アラームレ 
ジユームを行な3ように段定するとアラーム两定を行なうためのSJ目がaますの 
で、希望の時Sを入力してください。 

100丁の場合、3£キーでEnable^%).に切D Hえた後押し，時間をSSします。 

參才一トサスペンド 
1CX3T iSysteml-lAuto Suspend] 

P90T/P120T [Pov^r]-[Suspend Controls]-[Suspend Timeout] 

[17：キーを押して:iEキーで*を選択 
システムが一定時1!5电«していないと和Mした墀舍、目ft的にシステムをサスペンド 
させるためのですバンステムの#作は19止し•ディスプレイ表示も渰えます•時間 
分か560分のHで設定します。グロー/CJレスタンパイよ0も消»?!力は少なくな 

ります•任■のキーを斧すなどの操作を行なうとサスペンド伏磨から2HBしますが、レ 
ジユームには败秒かかります• 

[Wcrdlサスペンド•レジ2—ム 

アブリケーシ■•ノ^行中に電败〇田::す石と«£の坎* 

をメモリC供芬し.MMNにした:と芒にU. Offにする奎 
耽とWじさせ务こと沢きる截應です•使っている 
アプリケーシ3ンwrご〇ることな < 作5,羯a 

作的めるとectファイルを«•み込も必■?:*なしめで« 

和でし•レジューム技■では.少■の電71的_されて 
い:rすので.バッテリ％®：3てし汤と5こ長均«この状き^ま 

茨Iこして矜くことは^めでき，このマ 
ネージメントで有功cnmかを承す• 
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•バッテリS置低下時の動作を®足する 
1OOT [Controls]-(Battery Low Suspend] 

P90T/P120T [Power]-[Suspend ControIsJ-lLow Battery Suspend】 

システムは八ッテリの容量が^なくなると目に電SLEDの色をli(からオレンジに 
変化させ.CPUの動作クロックを遵くし3HP9C)T/P120Tの響合WamOnlyを遘 
択するとシステムは勤作できる限界点でサスペンドし求す:Su&oendをS択すると、 
あるSS余裕を持ってサスベンドし*す。 

A;主意パッチリS置が少狂い状霡でサスペンドに入つたときはそのままのからレ 
ジュームさせないでください•システムにレジュームさせるだけのB■は»つてい 
ません"必ず、ACアダプタ奄*■してからレジュームさせてくださいc 

•カバーを閉じたときの■»作を投定する 
1 DOT 【ControlsHCover Close Switch】 
P90T/P120T [PowerJ-ICover Swltcfi] 

LCDカパーを閉じたときに.サスペント”:S(こ入るか,そのま*動作を纒获するかを 

選択で5ます.• 

外部ティスプレイ<CRT)を接Wしてデスクトップコンピュータのように使うときは. 

そのまま®作し！*ける設定にしてLCDカバーを閔じておきま！^ 

A注意LCDカバーをB8じた饮〇で使用するとき¢3内Bの翳がこちらないように風通しの 
*いところでご使用ください:内部通度か上興しすぎた灞合.a热保ns■か提能 

し*システムのIWが邏くなります.この場S、WBをOFFにして*8がgrrるま 
で使用しないでくださいHLCDカバー«8じたまま®玥した後，S*び下が5 

ないうちにLCDカバー奄Wけて便用するとLCD上にムれる爾合が®ります 
が•故障ではありません•しばらくすると*ムラは祭くなりますc 

•ビデオモニタリングを投定する 
1OOT ISystemJ-lVideo Monitoring】 
P90T/P120T [Powerl-[Customize]-[Manitof Video Activity] 

CPU Wol.GtetialStarxiDy.AutoSuspGr»dといつ；y (フーセーフ碰を使用してい 

るとき.アプリケーシ3ンブ□グラム(こよつては•この*®を設定している方び功果的 
に/ (ワーセーブできる場合び© 0 *す。 

その他の設定 

• S定をデフオルト状®にRす（100Tのみ） 
100T [Defaults] 

パワーマネージメントメニューの各璜目の設定通をテフオルトにRしますc 

S項目のデフオルトfflは次のとS5Dです， 

KOI4^,:;y> 了0踯砘 
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100T 
メニュー サブメニ .a— 

n...!>•： 
PoworS^ltcn 

Bcf.cr/tow 

AJarmSueo^a 

CovefSwitcn 

PC SpockBrenai 

CPU咖 

デフオルト僅！« 
Gontrals 制り—C- 

ームそ行な5 

e«neof バッ 
Sueo^ R«surr« 

WnmOnV パ 
ジa-ムSB. 

Sososkw Peeu^?サスペンド•レジュームを行なう 
On PCスピー” dOTオン 

プ蓍nなう 

Svstwr 

3oba S：nrcby 
d 

5 
jtoSuspom to 
3t?C Merger r« □•KDfr 

dBC 4 

cpuoスタンパイ 
シス？ム金嫌のスタンパイmms^ 

スペンドio» 

ビデ7 メ €1/アクtJス豔投期Wlir 

09>AC9 
Ha-CD6k AM-8y« On 

ビデ:rOTK^T9-它ーフ4分 
パ•ドディスクの/T9-Cーブ《し 

P90T/P120T 
サブメニュー ヂフ*ルHi 

Enable 

CiB80»ed 
Dsaoia 

088C4e 

Erabe 

Noeffea 

DiSBOto 

trcfc4e Pcwor Ssvfig 

33n€TV0n^ 
urn Pcwer Savi 

MeoKjm Po^ef Savr« 
Hign Pew S«vn« 
CU5to*n®0 
Su&oefva s 相 ten 
SuKwnd Ccr-trote 

Co»«f s^ncfi 

Simone! TVneoum. 

Warm吻⑽〇相 
レジューム_ 

irfPdO^J 
ム解止I 

Suauerxl 

パワーセー: 

テフ7ルト家せん 
サスペンKスイ•グチとして■ 

サスペンドそ行な5 
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み 画面の解像度などを変える 本》品(こ13, ffl解®STFTカラー液sデイスブレイが搭職されています。WirxJows®95 

では*!高800x600ドット65.536色で表示することができます。他の解*®‘色数• 

フオントサイズて•表示させるとc又ra面のプロパティJで設定を変史します。 

J出荷状態の設定 

製Sの出荷伏想は•次のようになつていま7。 

表示ディスプレイ ：本体LCD表示のみ 

デスクトップ铂解®船：800x600ビクセル 
カラーパレット(色教） :High Cotor<16ビットト-65.536色 
フォントサイズ ：小さいフォント•••16ドット 

I 

rvc 

命 
將 

jS定を変更する 

7【スタート】ボタンをクリックし、メニューの【疏】•【コントロールパネル】をaびます， 

2 ]ントロールノは.1レwdbhdアイコンをダブルクリックu[デイスブレイのraasau茨す: 

|wote]表示させるディスプレイを変えるには 

-« 的に突5する は-；^«WtD^*Tt<CRT->LCD-> 

S均先予1の顧で切りUわつ李す。 
の«示普JI朽する場Sは•システムコンフイクレ— 

シヨンで行なし•ます• 
㈠日於ージ） 

なS、833,示の場^はLCD.和が DTPXJIB 求 

MにBIS的irMffnるため, か进Hる謂 

色ウ家す， 
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3 

ルJに财イデイスプレイの^の投定を®5すること:-より.「1024x768ビクセルJも* 

ぶことがで5るようにな0李す72ページ） 
し•本体LCDR示でH 024x768ビクセJklに随した場合ば、®ML示モード(こなり3： 

す， 

各投足を#3?します， 

デスクトツブ»»解像》は.本体しCD5bi^rtJ^「800X600ビク12ルJ 16^0:<480ビクセ 

②デスクトップ»臧デスクトップの大きcl策氣赛)を:!!び京す. 
640x480ビクセル 

800X600ビクセル 
1024x768ビクセルびディスブレイの突JEJでディスプレイの種#の«^変變すると 
選択できるようにな0まT,_ 72ページ） 

»フオントサイズ3^するフオントサイズを*び求す• 

小さいフォント 
大きいフオント 

分[0K]苷クリックします, 
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カラーバレット•フォントサイズ•テイスプレイの稷類を変更した場合 

Win⑽vs®95を两起動Tる必靈があります:[はい]をクリックします， 

今、»L1 imm®crt433 rt 7 f. 

■〆 siKm-zr^ 

^1 I 

デスクトップ領域(解像度)のみ変更した堪合 

ウイズの変更をSKSするタイアログボックスび'*示されます40K】をクリックすると致 

秒後に変更されます。 

変更したサイスを受存するときは【はい]をクリックします。 

4> S3越節辟似 

»真增 lir-^wl 

三ードとは？ 

1024x768*^牙ffl#の®？!テイスプレイ放るとしてt! 
作を行い3：T« *W)^l.tBDD：<6O0K^卜になつてい袭 

すが.月え取嘿分(3^さruji®分:ふガーソルを移衡こせ 

:見无るよ51 ると• ftlS的に•ツスクロールして多 ^うにな0*す《 

至_1外Bディスプレイに表示させるときは 

Wir^cws®95を一巨II了させ.電8空OFFにしてひ3外S 

ティスプレ/を»«し3：すaその後•システムコンフイクレー 
シ騰ンでディスプレイ，示の«定蟄行なつてか5 

Wirdcw^gSfeiiiS」ま V•け7&^c-ジ） 
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a 
トラブil/が起ぎたら••• 

トラブルが発生したとき®男！ISと対処方法につUてS 

闲しています•うまく#t作しないと5などにおKみく 
ださ叭 

1,トラブルの原因と対J&B法- 96 



レ トラブルの原因と対処方法 
木製Sのこ•使用中に蚵5かのトラブルが生じた場合.ます••どのような想であるのかを 
薄Sし、対®方法にしたがって迅薩を行なってください。 
ちし，対¢1方:£通0にしてfe解決で2?ないと$や、ここでR明？れてし1る以外のトラブル 
が竞生した場台は•「ソーテックテクニカ/レサボートセンタJまでご邐*8くださいパ—12 

ぺ-シ*) 

キーポード、およびマウスからの入力を一切受け入れなになったときは••• 

まず、パッテリ-ACアダプタを抜いてくださし、 
その後、再びバツテリを装邏するかACアダフタをし、3BSを立ち上げるように 
してください- 

このようなパングアツフ状邐のときにはにソフトウェアリセッ 
卜)•およびリセットスイッチの操fT»行なわないでくださ^もU«Hを立ち上げ 

Bしても»_できないときは、テクニカルサIK一トセンタ*でご暹格ください* 

•電灌スイツチを入れてち■(かない 

鬌えられる県因 対法 
ACアタフタび正しく?§«されていない- ACアダプタをIし< ««してください• 

パッテUが?EHされてい¢1、 ACアタフタをして、バッテリを艽颺し 
てからC使用<ださい《 

ACアタフタび故譯している• 也の零吏»&を闼じつンセントに*味して* 
勳くかどうか播Kしてください•もし正常に 
»けばアダプタが故!•している司吃性びあ0 
寒す•その場台は.お爾い求めの板免gにご 
相»ください《 

X体が故鷗している， お爾い求のの®充Bにこ•相狡ください. 

八ング:rツプした状馨のときは肩》にraHLtr 
¢0ます• 

バッテリパックを取り外してACアダプタの 
みでもラー？Hi用スイッチを0Nにして < だ 
さい. 
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參圍面にfflち表示されない、または見にくい 

彎え5れる霣因 
鞴》ぴ入コてし スイッチを入れても動かないJ鬱照 

霭8が正しく成苗されて\^ない• 9S脚ノブで見やすい位霞に««してくだ 
さい0 

yイスプレイの角度が！ ディスプレイを只やすい角度に0Wしてくだ 
さしU 

ディスプレイにムラが»る， »»ディスフレイは* «©のasなどの*$■ 
によってS示が8わる栲性があり？す.ムラ 
がるのは故驛ではあDま〇ん* 

«示モード投定がCRTで，外部デイスプレ 
イの電通ぴOFFになつている 

外SBディスプレイのawスイッチを<DNにし 
てください• 

參八ードディスクから立ち上が5ない 

考えられる累因 対肪法 

フ□ツビーディスクがセツト2mてい6. フ□ツビーディスクを出しr两««»を入れ 
Sして < ださしV* 

•スーパーVGAモードにならない 

考えられる限因 対肋法 

DOS明境で！^するアプリケーションを» 
かしている， 

LCD、CRT(外圈ディスプレイ>ともにDOS 
モードでは640X48□ドットS示しかでき 
れん. 

•Window5^95^g|fe しない 

«えられるBH 対姐方法 

メモUテストが正霣に行なわれるのにfillし 
ないときは.システムコンフイグレーシヨン 
の投定か闻遍つています。 

Iシステム3ンフィグレーシ3ンのK定をデフ 
ォルトに度してください* (—3〗ぺージ> 

Windows«95のレジストリ(重*び校之か 
保存さnているファイル)がSれゐなど.シ 
ステムにflらかの傩害がしています：ま 
た，«回1 Windows®95び正雳に!?了でき 
ていません， 

rStarting Wlrx5ows95J とS示されてい 
るB:こ/:^キー$押してすぐに*すとメ 
二2—が*示されます。ここで，rsate^ 
ードJを遵ぶと、WRのK定ではなく暴本朽 
在ブでEftさせることができ茨すaま 
た，rstep-by-step ConffrmationJ (各] 
マンドの*行を0M2する)を*ぶと.e®コ 
マント文1つずつし®びらでき示すC 

Wndcws®95£IW?のトラブ』レDI5钿につ 
し、てはWinaow5^95のマニュア/UCDトラブ 
ルシューティンクを€»5みくださいc 
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•フロッビーティスクの内容が民み書きできない 

考え5れる靥S 対肪法 

フロッピーディスクびiEし < セットさnてい 
ない• 

フ□ッビー▼イスク在：EL<セットL(■し 
て、ちう一®やり蘆して<ださし、 

フロッピ_ディスクがフオーマツトされてい 
ない. 

フロッピーディスク奄フォーマットしてから 
こ®用ください• 

フ□ッピーディスク増れている• 攀れた内81多元^せ？せん*バックアッフ 
を取って•もる場合灰それを用く;WしV 

フロッビーyィスク多層か在阳している• 別のフ□ッビーディスクをセットしても狭み 
醫さできないとぎはフ□ッビ_ディスクド9 
イブが故！•しています• 

フロッビーディスクび■ C込み第止状«(こな 
っている• 

ライトプ□テクトノッチそ醫5込み可 
にしてください•（峰40ページ> 

3モードドライバかインストールさnていな 
い状?*て.〗.2M日フオーマツトのフ□ッビ 
ーディスクびセットされてし1る6 

3モードドライバを再インストールしてくだ5 
し、《今109^—ジJな2$*出^5.すでにイ 
ンストーノレ芒れてし)ますので.12MBフ:y—マ 
ットでちそCD家3«むことびでさます• 

ドライプ番定ぴ合って1•屯い• ドライブ祖定を正しく #し蜃してくださU 

フ□ッビーディスクのメモリ ー！*漏が充分で 
«い， 

不霧なファイルそ角辟するか，*しいフロッピ 
ーディスクを使用して 

參押したキーと!«3文字が表示される 

穹龙6れる»囚 対》方法 

CAPSDック、NUM□ック、•ひ5がな/1力 
タカ:TキーなどびM*つて押されて\ハる。 

各キーを目的の文rびタイフされるよ5に合 
わせて<C2TL\ e»47ページ> 

•カーソルが動かずMffiが移»する 

鳟龙5れる®!因 対#方法 

SCRL□ック坎寒になつている• SCRL□ックを解好してくださV、 

•いぎなD蘑腹わ【消えた 

有*5れる《因 列方法 

鼋»コンセント.または/VCアダプタプラグ 
び外れてし 

コンセントまたはプラグを羡し込んでくださ 

サスペンド*レジ：x—ムやパワー:?ープを有 
功にしている場合.e足の聆wに？3：つたので 
レジa—ム//t9ーセーブ状Bに入つ 

坷かキーを料と元めこS!り李す•サス 
ペンド•レジ：!ームや/のーセーブを使いた 
くなV、と5は.パワーマネージメントの 
在Jf更してくださし、483ページ： 



•印明できない 

考えられる厭因 対《a方法 

プリンタの電源が入ってし屯い• プ*」ンタの電»を入れr ください， 

プリンタケープル61外れてし、る， プリンタケーブルを正しく枏崁してください• 

印«用*uy入ってt屯い. 印雇1用紙在入れてください• 

•外部マウスがfc作しない 

有えられる®因 対®方法 

»«ケープルび外れている、またはs«され 
てし屯い• 

ケーブルを正しく接《してくcさい。& 
し1®かない場合には.再s相®茫入neして 
<ださい• 

«»投入後マウスを按«した。 awを再投入してください• 

外《マウスとスティックポインタを白時に便 
用している 

胃.弓キーボード-マウス»«アダプタをお貢 
い求めのうえ使用してくださし、また•この 
アダプタには外部ネーボード孵用SRコネク 
夕とPS/2マウス辱用接Rコネクタびありま 
すc PS/2マウスはマウス尋申««!ボートに 
s«してく;JSい， 

a正なマウスドライバを便®してし、《い。 使用されるマウスに35打されているマウスド 
ライ/(を正しくインストー/レしてくださし、 

DOSアプリケーションを使用している， DOSアプリケーシ3ンでマウスをSSする 
には.マウスドライバーM0US6.C0Wが 
必Bです•お手»5のマウスにiSflしている 
ちのをご使用ください， 

♦ビープ裔が«つている 

考えられるffH 対処方法 

パッチリ®■がなく坏つている• ACアダプタを》«するか，または一度霜* 
を切つて別の充歡«みのパツテ1」を8着して 
CC51V 

ACプラグアダプタび外Aかかつている.ま 
たは外れているC 

正しく ««しHしてください* 

•表示される日付や8¢刻が正しくない 

考えられるKE 対肪法 

日付や的«；»足《していないか.«*ったB 
定になっている* 

正しい日ゃ錡«に»定し幽してくださし、 
h 33ペー 

a 
缅 

s 
rv 
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♦充用LEDがしない 

考え弓れる*因 対〇方法 

パッテリSi子の接tt不由• バッテUを一.響取0外してから、やわらかい 
布て婚？»分をg く彳てください， 

參サスペンド•レジユームできない 

考えられる®因 対50方法 

ノ〇—マネージメントメニューの投^び正し: 
くなUc 

パワーマネージメントメニューを呼び出し正 
一くWS萑行つてくださしU 3 83ページ） 

パッ，リ容■がなく坏つた• ACアダプタまたは充電洛みバッテUに交* 
し再厪»を入れ«してください， 
(-• 25ベ-ジ> 

王]！[八ードディスクを*理する壩合は.ド9イブのみの筆雄もしくは交換となり家す: 

八ードディスクにK*されているアプリケーシヨン、データなどの保B、修復はい 
たしかねますので•重饔なものについては必ずパックアップをとつてくださいa 

トラプルび起きたら. 

100 



Appendix 

再インストー)UD方法や、本ユズガイドの索引、 

本亡任につしVCK載してし、ます。必要に応じて 

3SRみください• 

1•ソフトやドライ）（の再インストール_102 



ソフトやドライバの再インスIル 

Windows®95の再インストール 

インストー)Wi、Woclcws®95セットアップディスクからセットアツ 
ブプ□グラムを実行して行ない*す。 

，本»Sを初めてお*いになるときに実行したセツトアップ作 セツトアツフデイスクは、本SSを初めてお*いIこ 
橥《>中で作成したものを使い求す。(今34ページ） 
城• Windows®95が级する塌合は、Window^ •Wir>dows®95が^する塌合は、Windows® 95の中からセットアップブログラ 
ムを実行しますC 

セツトアップ方法の辟しし’祝明は•付»®Window5«95のマニュアルをおSみくだ2■い0 

參必Bなディスク Winflows®9512ットアップティスク 

1「セットアップgfcディスク（1枚目Uをtzットします. 

^ iiszsキーを押し•门〇8ヨ本〇キーボー氏在*沢します• 

〇 Windows1^のセットアップび两fetrnsすので、R示さr•る播示aり操作してください• 
K31ベージ）セットアップ好了するまでに2厘ほどリブート獻作があり求すが正»です• 

^ Wr<3ows®95fc«iiさnrこら•ホ«aが正常にfcf?するようにをflicし李すt 

5 [スタート]ポタンをクリックし.メニューの【狡〖コントD—ルパネMを遇び家すc 

6コントロールパネnxJWDffi面〕アイコンをタプルクリックし，[ディスフレイの扫投】をク 
Liックします• 



7 [■カラーパレットJを[HighColor (16ビット)】、rデスクトップ«ajを[800 X 600ビ 
クセル】.rフォントサイスJ « [小さいフ7ント】にIM：し承す，BBCび终わつたら[0K]« 

クUックしまT， 

t— 
•，卜小叫 rrr» r»sn 叙*»*| 

8ディスプレイの裼aをB足します，本»S0LCOのみで便电すると5は【いいえ】をクリツ 
クし求すy外部ディスフレイをSttする蠲合は[はい]をクリックして投定します。 

I ■- ^ 人门 ^ I 

9甬规《«2するメッt!ージが姑されまT,引き嫌いて他のないますのでここでは 

[UCゝえ】をクリックします• 

maaasBS^^mmmmm^^mu 

TO*-**6^ 

H如」您J 

1〇コントロールパネIU®中の[A-ドウエア]アイコンをタプルクリックし.砍へ〉】をクリツ 

クしまT， 

II [1化'え]を邁んでから[■次へ>】をクリックし茨す• 

yVJ了-^FvllAKsal入 V>J了—jb 
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rサウンド*ビデオ.》よびブームのコントa—ラjを遵び、はへ>】をクリックしyす- 

13「製造元Jで[AdLib], rモデル」で【Aa Lib CamDat，り泊(0PL2)]を選ひ，（次へ>】を 
クI；ツクし？す• 

:從舶嫌泌ォ，…，. 

_ ^ rdj、と」 

Mリソースのtt薄とk定雀が«示さn未す•その李ま[次へ>】をクリックします, 

h^z7]をクIIツクし3：す• 

旧玛g«をSEするメッセージが表示されます•引5»?メて饱のSSも行ますのでここでは 
い无]をクLIックし3：す• 

17コントロールパネ;wwd [マルチメディア]アイコンをダブルクリックし.rg置のa的を 
タスクパーK:在示するJにチェックマークを付けます• 

18 [0K]をクU:/クします。 

/9SS7r^ff353にするために.Wif^cr^®95を再fitlさせます. 
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jMS Worksの再インスI^ール 

MS Woncsの丙インストールは、付馬のセットアップディスクからセットアッププ□グ 

ラムを実行して行ないます。 

_必要なディスク MS Worksセットアップディスク 

7フロッピーディスクドライブに付興のMS Worksのセットアップディスクをセットします。 

2 :スタート】ボタンをクリックし.メニュー®【段定1• Iコン、ロールパネル】を遘び袤す, 

3コントD—ルノの[7プリケーシヨンのflfllと胡除】尸イコンをタブルクリックします。 

4 [セットアップ]をクリックします， 

O Iセットアップフ□グラムのコマンドラインJにrA：¥SETUPEXEJとR示されているのを 

して[5E了]をクリックします， 

6セツトアップが两始されます• :をクリックし？す• 

/ユーザー，苺をa*し含す.名wと所属 <6社名など）を入力U [0K]をクリックしますt 

8ユーザー情！*の金0を確Sするメッセージが#示されます：いな:7れば10K】をクリツ 

クし茨す。 

yVJ了1J了VJI入 K83I入 VVJ了— 
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9プ□ダクトIDを入力して[0K]をクIJックしatす-IDは、 
にE®されています• 

10プロタクトDをSKするメッセージが费示さnまT。[OK]をクリックします。 

Hセットアッフ先のフ:yルダ名奄松足します，变更しなしIときは【OK】をクリックし家す。 

Jどセツトアツフする方法を遵衣します-«常は.【すべての蘭貶を它ットアップ]を遘択し爹す。 

••、分，•，や、’e• ‘ 

1 -y ] 一…,和は 

f | &m 

_E_ 

•wfCIWW | 

13シ3—トカツトアイコンを竹!成するかどうひを蔔いてきまT-作成する場合には【はい)をク 
■Jツクします• 

1今12ツトアップII了のメッセージび#示さn求す。[OK]をクリックします• 

これで.玛インストールは輅わ〇まし 

jウイルスバスター95 Liteの再インストール 

ウイルス/Cスター95 Uteの再インストールは、付B<Dフロッピーディスクからtzット 

アッププ□グラムを3H行して行ない*す。 

參必鑒なディスクウイルスパスター95 Ute©ディスク 

7フ□ツビーディスクドライプに付馬のワイルスバスター96Ute<Dディスク哿它ットします• 

^ [スタート】ボタン？クリックし，メニューの【fi足卜〖3ントD—ルパネル】を*びます• 



3コントロールパネルの中の[7プリケーシ3ンのacとWK]アイコンをダブルクリックし佘す• 

4 [セツトアップ]をクuックします• 

& rirツトアップブログラムのコマンドラインjに「a.vsetup.exejとs示さnて!^るのを 
甬認して【完了1をクリックし禾す， 

6びプリケーシヨンの*行]夺クリツクすると、クラフ示さnセツトアツプが準*さn茨す, 

/セントアップの翱始面面が*示され茨す，[Sへ>】をクリックしますc 

8ユーサー情報を金aします。名荊と金社名を入力し.[次へ>】をクリックしますc 

9它ットアップ先のディレクトリ名（フォルダ）を8定します。変更しないときはr次へ〉】を 
クuックし度す。 

yVJ了-tfFVJIAK8alAv>J了—JU 
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10「プGグラムフォルダJにrウイルスバスター95 UteJと表示されているのを®?して啟 
へ>】をクリックします• 

n DOSモードCもワイルスバスター95の嫌安を便頃したし砧きはWい】を.wndcuvs®95 

だ!ブで变用するときは[いいえ]をクリックします• 

它ットアップ充Tのメッセージが*示され末す，[OK]をクリックします， 

13 READMEファイルをRCかどうかのMBびR示されます，Rむときは[13：い；)を、鲠まない 
と2はえ】をクリックし求す， 

I#コンピュータを再KIJすると.ワイルスパスター95Lit«の微吃ぴ使用でt?るようになりま 
す.今すぐ内させる場抑.rはい•コンピュータをします」を通んでか5 [55了] 

をクL；ツクします， 

切!？f 

これで.再インストー终わD家した。 
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j3モードドライバの再インストール 

3モードドライバは，NEC PC-9800シリーズなどで使われている1.2MBフォーマット 

のフロッピーディスクをsiみ塞きするためもので*5■•(出«時にはインストールさnてい 
ます。}何らかのS因て•椴*しなくなつたと5は、Windowsフォルダにあるドライバを再 
インストールし*す。S4S. Winctows®95も再インストールした場合^付跚のドライバ 

ディスクが必Bです。 

參必要なディスクドライバディスク(Winckws®95も冉インストールした場合のみ) 

7卩タート】ポタンをクリックし.メニューの[e^j -〖コントロールパネル】をa•ひます, 

2コントロールパネルの^[システム]アイコンをダブ^^リックし.[テバイスマネージャ】 
«選びます• 

3卩タンダードフ□ツビーディスクコントcーラ】を選んで、【プロパティ]をクリンクします• 

分[ドライノqを:■んで，【ド9イバの変更]をクリックし承す. 

yVJ了令■ZIVJIAKaal入 V>J了—ju 

109 



5 [ディスク®用]奄クリックします。 

6 [瞽困]をクリックして，pアイルをmく]ダイアログボックスを翔さます。 
WlndDvvs®95も再インストールした埸会は•フロッピーディスクドライブに付腸のドライ 
バディスクをtZソトし，[0K]在クリックし承す，（この場合' 子BSへ》 

7 rc: W/«rxjcMs¥saiec3niJフォルダを憑んで.フアイ/レ名のところでrms3fdot>qinfJ 

を邐び[0K】をクリックし求す. 

8 FSOTEC 3-mode Floppy (Wr-aoak PrD series)]のお使いのモデルの方を遇んで、[OK] 

をクリックします， 
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し 卜...... 

ドラッグ. nWH 
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内藏スビーカ___202156 
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に 

日本語入カシステム---     45 

入力方法 一__47 

入乃トド_  48 
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1 

us 

81 

八ードディスクドライブ.-1667へ697987 

八ードディスク在取り外す_67 
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ハングアップ“.““…一…. 

モデムカート . 

....32-33 

05がな. .. .4849 

45 ライトプ□テクトノッチ 

ビデオモニタリング…. .一__B9 ，イン入力- 

I ' / ' mm こ-*^ 

ミキシング- 

BdCk SC»8Ce キーー•> 
Battery Low Susoend 

Battery Only ... 
Boot 

Boot 

Device- 

Password —. 

_75-81-83 

一.一65 
Cache Enable- 



sdium 
smory 

Power Saving 

MIC IN-- 
Monitor Video Activity 
MS^ME95_ 
MS*OOS 
r/各 Won 

Hard Disk......... 
HCOアクt：ス 
HDO力一トリッジ：0出しボタン_ 

口'卜■»««■«■ — — ■««»»»•»»» 
High Power Saving_ 
Hifih Speed Com Port_ 

^ドレス 
t キー.一 

IRQ 

K 

KeytxjadNurriock. 
Kevt»ad Reqest 

LI Cache Enable. フQ 

LE Caere Enable …… 7p 

LAN力ード .. .64 

LCD/CRT»S .. ••••...•• .43.71 

lCDS 面. ..1819 

UME IN ... , 20_21.57 

Low Batiery Susoend. .89 

Low Power Saving   -8フ 
LPT Port...._80 

LPT Pan Address .......80 

じ 

Glctai Standby.. .B7 

Glcdsl Timsout..一..一—”" .87 

GAPS□ツク.一 . 
CotorS^emf? A1 
COM Pon A. 80 
Ccmponems ，，… 8ハ，〇1 
COMポート... .80 
COMボート .63 
Configxr© SCU. .81 
Controis . .8D.B1 S6-8S-89 
Cover Close Swtch_ 
Cover Switch. . 89 

.45 
CPU Idle. 86 
CPU Timeout. ...BB 
CPU 状® 23 
Ctrlキー..… 

D3t0 78 
Date and Tlrre，. . 一78 

• 20.21 
Defaults . 8189 
Defaults Settngs. ." .81 

44 
Device. R7 
Disable. . 76 77 84 85 
Disk Trmeout... .... 87 
Diskette I>»v0. ..一 "••• 79 

Disks 79 
Display Mcce. •… 79 

Easy Menus ... 
Enable Password for Boot-uo 7R 
Enable Pas沿verd for SCU Changes 一“. 79 
Enable PcrA'er Saving • •. 
Enters— aa 

ESC キー. 44 
Exit ..76-77 81 84*85 

F 

Fast Boot __78 

^ 、•一、••••••••癌•••春，•脅，•，•••• 

P ■•，•勢，••••” ••••拿秦泰屬•泰4* 

87795789485805 

21 

20 

63 

872367198780 

79-一22-18* 

634463 8000 
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製品の仕樺 

システム仕様 

0IOSROM 

ビデオメモり 

保靈费跑 

のーセーブHtt 

28KBフラッシュROM 

1MB 32ビツト《0—カルバス•アクでラレ 

540 W蛾着式 B1张霸式 

3.5インチ3モー K 144MB/12MB/7S0KBWE 

800 x印〇ドットTFTカラー64<〖65.536> 色0.28ビンチ 
RGB-* 10.4メンチ冷PlifBパックライト 
楽DOSモード640x480ドット 

»大1024X76Bドットカラー256色f ノンインタ 
•CDとR解こて罔時*^可砭 
SDOSモー、- 640x480ドット 

シUアルボート(16550AタイプUARTSU) 
バラレルボート(EPP?J応J 
外SCRTボート 
外®キーポードポート 
PCMOA V21 1Cカート*^ClットOYPEIIx2 TYPEiD>c：3> 
SPEAKERS；子 
MIC I⑽？ 
LINE INKS? 

16ビツトステレオデジタルサウンドWINDOWSサウンド 
システム1« 

36mmxlモノラル 

ード投定による保Wt安 

CPUク□ックダウン 
ビテオ止 
八ードディスク 
サスペンド•レシューム替典 

ユーずB択司* 

Uテウム電•泡(こよるバックアップ5ftH 

AfilOOV 〜240V50 
出力19V 

ツケル水累充班式鼉池12V 

296<W)x216<D)x45(H) 

2.6Kg 



Jシステムメモリマップ 

FFFFFFFFH 
FFEOOOOOH 

システムbios®« 

FFDFFFFFH 
0160000OH 

チ 

027FFFFFH 

CX300000OH 
5S張メモIJカード活S 

007FFFFFH 
00400000H 

CXD3FFFFFH 

0010000OH 

OOOFFFFFH 
000F8000H 

システムBIOS 

OOOFFFFFH 
OOOFOOOOH 

PWブロクラム 

000EFFFFH 

OOOESOOOH 

PWプ□グラムデータSSI* 

□COE7FFFH 

OOOEOOOOH 

アッパーメモリ予約エリア 

OOODFFFFH 

OGOD800OH 

00OD7FFFH 

アッパーメモリ予約エリア 

pcwaA予朽エア 
OOODOOOOH 

000CFFFFH 

00008000H 
PnPBIOS 

OOOC7FFFH 
OOOCOOOOH 

VGA BIOS 

OOOOBFFFFH 

0000AOOOOH 

00009FFFFH 

VGAディスプレイメモリ 

メインメモU64010〔イト 

00000000OH 



JシステムI/Oマップ 

03F8H-C3FFH 

03F0H-O3P7H 

03E2H-03EFH 

COM1シリアルボート{シリアルボート> 

フ□ッビーディスクコント□ーラ 

域 

03EOH-03E1H C力ードコントロ 

03C0H-^)3DFH ディスプレイコント□ーラ 

03B0H-O3BFH LPT3プリンタボート 

0380H-OaAFH 予約《逋 

0370H-037FH LPT1プリンタポート(プリンタポート） 

0300H-036FH 予灼败 

02F0H-O2FFH PCMOA(DCOM2«として予朽 

0280H-02EFH 

0270H-HDS7FH 

予W明邃 

LPT2フDンタボート 

Q230H-026FH 予灼»« 

0220H 〜022FH サウンドチップ 

020OH 〜021FH 予約明滅 

01F0HHD1FFH 八ードディスク 

0100H-01EFH 

OOFOH-OOFFH 

予灼》a 

K®漢譯プdせッサ臣 

OOEOH-OOEFH 予約鏑减 

OOCOH-OODfH 

OOAOH-OOBFH 

DMAコント□ーラ2 

«り込みコント□ーラ2 

C080H 〜〇09FH DMAページレジスタ 

C070H-007FH リアルタイムクDックカレンダその值 

0060H 〜〇06FH キーポード□ント□ーラ 

C060H-0053H 予 

C040H-004FH タイマーコント□ーラ 

C030H-003FH 予杓*« 

C020H 〜002FH 11り込み:DントD—ラ1 

0010H-001FH 予 

COOOH 〜〇OOFH DMAコント□ーラ1 

< >内はデフオルトの割〇当てを示します， 
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